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危
険
物
取
扱
者
講
習
会
を
実
施

　
昭
和
五
十
四
年
度
第
二
回
目
の
危

険
物
取
扱
者
講
習
会
（
甲
種
、
乙
種

及
び
丙
種
危
険
物
取
扱
者
講
習
）
が
、

つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
者
　
消
防
法
第
±
、
一
条
の
五

の
規
定
に
よ
り
製
造
所
、
貯
蔵
所
ま

た
は
取
扱
所
で
危
険
物
の
取
扱
作
業

に
従
事
す
る
危
険
物
取
扱
者
（
受
講

義
務
者
と
い
い
ま
す
）
及
び
、
現
に

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い

な
い
が
受
講
を
希
望
す
る
危
険
物
取

扱
者

・
※
受
講
の
義
務
　
受
講
義
務
者
は
、

　
つ
ぎ
の
期
間
内
に
講
習
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
q
O
製
造
所
等
で
危
険
物
の
取
扱
作

業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か

ら
一
年
以
内
。

　
働
製
造
所
等
で
危
険
物
の
取
扱
作

業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
前

四
年
以
内
に
免
状
の
交
付
を
受
け
て

　
い
る
場
合
は
、
免
状
交
付
の
日
か
ら

五
年
以
内
。

　
⑥
講
習
を
受
け
た
後
引
き
続
い
て

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い

嫌欝

る
場
合
は
、
講
習
を
受
け
た
日
か
ら

五
年
以
内
。

●
日
時
及
び
会
場
　
十
月
四
日
困

午
前
九
時
よ
り
受
付
開
始
　
長
岡
自

治
会
館
（
長
岡
市
神
田
町
）

●
受
講
申
請
受
付
期
間
　
九
月
十
日

側
か
ら
二
十
五
日
㈹
ま
で
（
受
講
申

請
書
は
、
十
日
町
地
域
消
防
本
部
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
）

●
受
講
申
込
先
　
新
潟
県
総
務
部
消

防
防
災
課
危
険
物
係
（
〒
九
五
一

新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町
）

●
講
習
手
数
料
　
千
六
百
円
（
新
潟

県
収
入
証
紙
で
納
入
）

灘
藤
夢
婁
灘
蔓
還
購
繋

　
昭
和
五
十
四
年
度
秋
季
急
性
灰
白

髄
炎
（
小
児
マ
ヒ
）
生
ワ
ク
チ
ン
投

与
を
つ
ぎ
の
要
項
で
実
施
し
ま
す
。

◎
該
当
者
　
一
回
目
…
昭
和
五
十
四

年
二
月
一
日
～
昭
和
五
十
四
年
七
月

三
十
｝
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
　
二

回
目
…
昭
和
五
十
三
年
八
月
一
日
～

昭
和
五
十
四
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

識
翻
轟

時ブ代⑥～

　
近
ご
ろ
は
、
女
性
が
強
く

な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
お
お
か
た
の
場
合
、

家
事
や
育
児
に
追
わ
れ
、

鞠蟄戴
鰯

に
生
ま
れ
た
人

　
そ
の
他
四
歳
ま
で
に
一
度
も
投
与

を
受
け
な
か
っ
た
人
、
ま
た
一
度
し

か
投
与
を
受
け
て
い
な
い
人

◎
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
人
　
有
熱

者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
、
下
痢

を
し
て
い
る
人
、
そ
の
他
医
師
が
不

適
と
認
め
た
人

◎
接
種
前
の
注
意
　
投
与
前
は
健
康

管
理
に
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

投
与
日
の
朝
体
温
測
定
を
忘
れ
ず
に
。

経
済
的
に
は
ご
主
人
の
収
入
に
頼
る

と
い
う
弱
い
立
場
に
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
こ
う
し
た
立
場
の

主
婦
の
座
を
守
る
た
め
に
母
子
年
金

の
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
A
子
さ

ん
は
、
不
幸
に
も
結
婚
し
て
三
年
目

に
ご
主
人
を
交
通
事
故
で
な
く
し
、

小
さ
な
子
ど
も
を
か
か
え
て
途
方
に

く
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

あ
る
日
、
市
役
所
か
ら
年
金
の
請
求

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
連

絡
を
受
け
ま
し
た
．
わ
け
の
わ
か
ら

な
い
ま
ま
市
役
所
に
い
く
と
月
に
四

万
円
弱
の
母
子
年
金
が
も
ら
え
る
と

の
こ
と
。
び
っ
く
り
し
て
、
係
の
人

印
か
ん
、
母
子
手
帳
を
忘
れ
ず
に
。

問
診
票
は
当
日
責
任
を
も
っ
て
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
老
人
憩
い
の
家
組
ひ
も
愛
好
会

盃
五
十
個
　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）

千
円
　
▼
㈱
最
上
　
清
酒
二
十
本

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
九
月
十
二
日
困
午
前
八
時
～
十

に
た
ず
ね
る
と
、
国
民
年
金
係
の
Y

君
は
「
あ
な
た
が
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
た
か
ら
」
…
と
の
返
事
。
と

こ
ろ
が
A
子
さ
ん
に
は
、
・
い
あ
た
ガ

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
の

調
べ
で
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
嫁

い
で
き
た
と
き
、
お
し
ゅ
う
と
さ
ん

が
な
い
し
ょ
で
加
入
し
て
お
い
た
の

で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
母
子
年
金
は
、
女

性
だ
け
に
与
え
ら
れ
た
年
金
で
、
生

活
を
大
き
く
さ
さ
え
て
く
れ
ま
す
。

　
母
子
年
金
は
、
ご
主
人
が
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
た
か
ど
う
か
に
か

か
わ
ら
ず
、
奥
さ
ん
自
身
が
国
民
年

一
時
半
ま
で
樽
沢
、
小
泉
の
一
部

▼
九
月
十
二
日
困
午
後
｝
時
～
四
時

ま
で
　
小
泉
の
一
部
、
吉
田
山
谷
、

稲
葉
の
一
部
　
▼
九
月
十
三
日
困

午
後
二
時
～
五
時
ま
で
　
殿
畑
、
小

貫
、
東
枯
木
又
、
西
枯
木
又
　
▼
九

月
十
七
日
㈲
午
後
一
時
～
五
時
ま

で
　
本
町
六
丁
目
一
・
二
の
一
部

▼
九
月
二
十
七
日
困
　
午
前
八
時
～

午
後
一
時
ま
で
　
土
市
の
一
部
、
太

田
島
一
・
二
・
三
、
姿
、
安
養
寺

金
に
加
入
し
、
一
年
以
上
か
け
金
を

納
め
て
い
る
と
き
に
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
、

　
支
給
の
対
象
は

　
母
子
年
金
は
、
不
幸
に
し
て
、
一

家
の
働
き
手
で
あ
る
ご
主
人
を
な
く

さ
れ
た
奥
さ
ん
が
、
レ
八
歳
未
満
の

子
ど
も
や
二
十
歳
未
満
の
か
ら
だ
が

不
自
由
な
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
暮

ら
し
て
い
る
と
き
支
給
さ
れ
る
年
金

で
す
。

　
権
利
が
な
く
な
る
と
き

　
奥
さ
ん
が
な
く
な
っ
た
り
、
結
婚

し
た
り
、
あ
る
い
は
子
ど
も
が
き
め

ら
れ
た
年
齢
に
達
し
た
と
き
。

選
挙
事
務
室
を
開
く

　
　
　
　
　
　
■

実
施
地
区
名

月
　
　
　
日

受
付
時
間

実
施
会
場

六
　
箇
　
地
　
区

吉
　
田
　
地
　
区

堺
下
　
条
　
地
　
区

水
　
沢
　
地
　
区

10

月
2
日
図

午
後

1
時
4
0
分

　
～

　
2
時
2
0
分

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

中
　
条
　
地
　
区

川
　
治
　
地
　
区

10

月
3
日
困

マ
新
座
・
大
井
田
地
区

．
＋
日
町
地
区
10

月
4
日
困
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○
市
内
の
各
地
で
、
新
し
い
地
域
づ

く
り
の
試
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

六
箇
で
は
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て

十
日
町
森
林
公
園
の
プ
ラ
ン
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
ま
す
．
八
箇
で
は
、

地
域
づ
く
り
の
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
作
っ
て
地
域
開
発
の
研
究
を
す

す
め
て
い
ま
す
．
宇
田
ケ
沢
で
は
部

落
ぐ
る
み
で
山
ウ
ド
の
栽
培
を
は
じ

め
ま
し
た
．
市
民
参
加
の
こ
の
新
し

い
芽
を
大
事
に
し
た
い
も
の
で
す
．

今
月
の
納
税
・

、
固
定
資
産
税
第
三
期
…
納
期
九
月
十
七
日
～
十
月
一
日

r
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
…
第
二
期
分
納
期
九
月
十
六
日
～
九
月
三
十
日
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基
本
構
想
に
み
る
十
日
町
市
を
イ
ラ
ス
ト
で

の

基
本
構
想
は

　
　
二
～
五
ペ
ー
ジ



qb
へ

（2）とお』厚夢3第3種郵便物認可）昭和54年10月10目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難懸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紹

　　　　　　　　　　　　　　勲総
”

響
3
r
’

　
　
か
ね
て
十
目
町
市
総
合
計
画
審
議
会
に
諮
問
し
て
い
た
「
十
日
町
市
総
合

　
計
画
基
本
構
想
」
が
、
八
月
二
十
八
日
、
市
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
・

　
　
市
で
は
、
こ
の
答
申
を
受
け
て
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
市
議
会
に

ハ
提
案
し
、
九
月
十
七
日
、
満
場
一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
・

　
　
今
後
こ
の
構
想
に
そ
っ
て
基
本
計
画
、
実
施
計
画
を
策
定
し
、
活
気
あ
る

』
産
業
田
園
文
化
都
市
を
め
ざ
し
た
市
政
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
・

　
　
今
月
号
は
こ
の
基
本
構
想
の
内
容
を
特
集
で
ご
紹
介
し
ま
す
・

市
の
将
来
像
は

産
業
田
園
文
化
都
市

　
十
日
町
市
は
、
雪
と
織
物
の
ま
ち

で
す
。
主
産
業
の
織
物
は
、
年
産
六

百
五
十
億
円
の
出
荷
額
を
誇
り
、
日

本
の
伝
統
的
な
服
飾
文
化
を
つ
く
り

だ
す
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
と
し
て
定

着
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
屈
指

の
豪
雪
都
市
で
あ
り
、
全
国
六
百
四

十
六
市
の
う
ち
で
た
だ
一
市
、
地
方

交
付
税
の
積
雪
度
級
地
が
八
級
地
に

指
定
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
．

　
農
業
を
生
産
基
盤
と
し
、
織
物
を

構
想
の
実
現
に
ま
い
進

　
市
で
は
、
五
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
総
合
計
画
の
策

定
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
．

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
今
ま
で
の
基

本
構
想
は
、
昭
和
六
十
年
ま
で
を
展

望
し
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
経
済
事
情

が
変
化
し
、
生
活
状
態
も
質
的
な
変

化
を
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
全
国
が

高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
に
と
転
換

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
な
っ
て
お

り
塞
す
。
ま
た
、
基
準
年
次
も
だ
い

ぶ
経
過
し
て
お
り
、
基
本
構
想
の
修

董
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

市
長
　
諸
　
里
　
正
　
典

　
こ
の
基
本
構
想
は
、
目
標
を
昭
和
．

七
十
年
に
お
き
、
今
後
、
六
十
五
年

を
目
標
と
し
た
基
本
計
画
、
三
力
年

ご
と
に
ロ
ー
リ
ン
グ
し
て
ゆ
く
実
施

計
圃
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
構
想
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

二
十
名
の
総
合
計
画
審
議
委
員
の
か

た
が
た
か
ら
貴
重
な
ご
指
導
を
い
た

だ
き
、
ご
意
見
を
頂
だ
い
し
、
ま
た
、

市
内
の
十
三
ヵ
所
で
広
聴
会
を
開
催

し
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に

耳
を
傾
け
、
で
き
る
だ
け
計
画
に
反

映
さ
せ
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
新
し
い
特
徴
は
、
つ

ぎ
の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
8

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に

積
極
的
に
取
り
く
む
こ
と
　
口
市

民
参
加
の
市
政
を
お
し
進
め
る
こ
と

目
当
市
の
穴
十
五
響
を
占
め
る
森
林
、

原
野
を
活
用
し
、
自
然
保
護
と
の
調

整
を
は
か
り
な
が
ら
、
市
民
の
憩
い

の
場
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る

自
然
公
園
（
森
林
公
園
）
計
画
で
す
。

　
こ
の
構
想
に
も
ら
れ
た
数
多
い
事

業
を
実
現
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
今
日

の
自
治
体
の
財
政
事
情
か
ら
み
て
、

容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
し

か
し
、
そ
れ
は
、
市
民
生
活
の
現
状

を
か
え
り
み
る
と
き
、
ぜ
ひ
と
も
実

現
が
必
要
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
私

は
、
こ
の
計
画
実
現
の
た
め
に
、
勇

気
あ
る
決
断
力
と
旺
盛
な
実
行
力
を

発
揮
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
市
づ
く
り
は
、
市
当
局
の
努
力
の

み
で
は
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
市
民
こ
そ
市
づ
く
り
の
主
役
で

あ
り
、
行
政
と
の
水
も
も
ら
さ
ぬ
連

帯
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
よ
い
市
づ

く
り
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
十
日
町
市
が
、
住
み
よ
く
、

活
気
あ
る
産
業
田
園
文
化
都
市
と
し

て
未
来
に
伸
び
て
ゆ
く
た
め
に
、
市

民
各
位
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

産
業
基
盤
と
し
た
雪
の
ま
ち
に
五
万

人
の
市
民
が
活
気
あ
る
生
活
を
営
ん

で
お
り
、
こ
の
生
活
を
維
持
し
、
さ

ら
に
発
展
充
実
し
た
市
民
生
活
を
送

る
た
め
に
、
市
の
将
来
の
基
本
的
な

市
づ
く
り
の
方
向
と
市
の
将
来
像
を

次
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
．

市
づ
く
り
の
方
向

●
魚
沼
、
東
頸
城
地
方
の
中
核
都
市

と
し
て
若
者
が
定
着
し
、
市
民
の
一

人
一
人
が
夢
と
誇
り
を
も
っ
て
住
み

つ
ぎ
た
く
な
る
よ
う
な
人
間
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り

●
伝
統
的
な
織
物
産
業
と
農
業
が
調

和
し
て
農
工
…
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ

／
＼
ハ
ソ

●
雄
大
な
自
然
や
風
土
、
長
い
歴
史

に
育
ま
れ
た
文
化
や
伝
統
を
活
か
し

た
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

●
ま
ち
づ
く
り
は
市
と
市
民
の
共
同

作
業
、
で
き
あ
が
っ
た
ま
ち
は
、
市

と
市
民
の
共
同
作
品
と
い
う
考
え
か

た
に
た
つ
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

　
市
の
将
来
像

　
市
づ
く
り
の
方
向
に
そ
っ
て
建
設

さ
れ
る
市
の
将
来
像
は
「
生
活
環
境

が
整
備
」
さ
れ
「
健
康
で
や
す
ら
ぎ

の
あ
る
市
民
生
活
」
が
送
れ
「
地
域

に
根
ざ
し
た
個
性
豊
か
な
人
づ
く
り
」

を
進
め
「
産
業
の
確
立
」
し
た
産
業

田
園
文
化
都
市
で
す
．

　
社
会
経
済
指
標

　
人
口
は
、
昭
和
七
十
年
に
五
十
年

の
九
．
五
％
増
の
五
万
五
千
人
に
な

り
、
世
帯
数
で
は
一
万
六
千
百
世
帯

に
な
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
．
年
齢

別
で
は
、
四
十
五
歳
以
上
の
人
口
が

四
十
二
．
七
％
、
六
十
五
歳
以
上
の

老
齢
人
口
が
、
約
九
千
四
百
人
、
十

七
％
に
な
り
加
年
化
、
老
齢
化
が
進

む
と
し
て
い
ま
す
。

　
経
済
で
は
、
市
内
の
純
生
産
額
が
、

千
五
百
六
億
円
と
五
十
年
の
二
・
五

倍
に
な
軌
、
年
平
均
成
長
率
は
四
・
七

六
％
に
な
り
ま
す
．
産
業
別
構
成
比

で
は
、
↓
次
、
二
次
産
業
が
減
少
し

そ
の
分
を
』
一
次
産
業
が
吸
収
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
市
民
所
得
で
は
、

百
五
万
千
円
が
二
百
五
十
七
万
二
千

円
と
約
二
．
四
倍
に
な
り
、
国
民
所

当間山ろくに親子熊が出没しています。キノコ取りには十分ご注意下さい。
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得
と
県
民
所
得
の
中
間
に
な
る
と
予

測
し
て
い
ま
す
。

生
活
圏
の
設
定

　
地
域
社
会
の
変
動
や
モ
ー
タ
リ
ゼ

！
シ
ョ
ン
の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
集

落
単
位
の
人
の
つ
な
が
り
か
ら
広
域

市
町
村
圏
ま
イ
．
、
茅
、
の
目
的
に
応
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
共
同
体
が
形
成
さ
れ
て

い
ま
す
．
構
想
で
は
、
生
活
圏
を
、

集
落
、
基
礎
集
落
圏
、
一
、
一
、
、
．
、
一
次

生
活
圏
、
広
域
市
町
村
圏
の
六
段
階

に
わ
け
て
・
て
れ
ぞ
れ
の
生
活
圏
に
必

要
な
施
策
を
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
で
の

形
成
に
は
積
極
的
に
．
取
り
組
み
ま
す
，

都
市
基
盤
を
整
備

　
躍
動
す
る
都
市
の
実
現
を
は
か
る

に
は
、
そ
の
基
盤
と
な
る
土
地
利
用

を
は
じ
め
と
し
た
基
礎
的
条
件
を
整

備
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
公
共
の
福
祉

を
優
先
し
、
．
長
期
的
な
展
望
に
た
っ

て
総
合
的
、
計
画
的
に
進
め
る
も
の

と
し
て
い
ま
す
、
ま
た
、
本
市
は
、

山
問
豪
雪
地
帯
と
い
う
地
理
的
、
自

然
的
に
不
利
な
条
件
を
背
負
っ
て
い

る
の
で
、
雪
の
克
服
を
大
前
提
と
し

た
条
件
整
備
を
は
か
り
ま
す
、

答
申
を
お
え

　
　
　
総
合
計
画
審
議
会
々
長

　
「
ま
ち
に
未
来
を
　
政
治
に
み
な

ぎ
る
活
力
を
し
と
、
こ
の
若
々
し
く

は
つ
ら
つ
と
し
た
政
治
へ
の
対
応
を

旗
じ
る
し
に
誕
生
し
た
諸
里
市
政
は
、

新
し
い
市
づ
く
り
の
新
構
想
を
ま
と

め
ら
れ
、
八
月
十
八
日
に
開
か
れ
た

総
合
計
画
審
議
会
に
、
十
日
町
市
総

合
計
画
基
本
構
想
（
案
）
と
し
て
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
諮
問
、
委
員
の
意

見
を
求
め
、
更
に
二
十
八
日
に
再
度

委
員
会
を
開
き
、
慎
重
に
審
議
を
進

め
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
基
本
構
想

（
案
）

土
地
利
用

僕樋て

大
綱
に
つ

に
の
ぼ
る
長
文
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
市
長
の
政
治
理
念
が
、
新
し
い
発

想
と
、
自
主
的
な
政
策
の
調
和
の
な

か
で
、
素
朴
な
自
主
的
な
市
民
参
加

が
う
た
わ
れ
、
特
に
う
る
お
い
の

あ
る
人
間
関
係
、
帰
属
意
識
の
強
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
、
み
ん
な

が
助
け
合
っ
て
い
こ
う
。
固
有
の
文

化
を
大
事
に
し
て
い
こ
う
．
と
い
う

人
問
本
位
の
明
る
い
豊
か
な
市
づ
く

り
を
理
念
と
し
て
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

　
審
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
各

委
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、

ま
た
市
民
と
し
て
の
立
場
か
ら
卒
直

に
ま
じ
め
に
、
質
疑
、
意
見
を
の
べ
、

活
発
な
討
議
を
重
ね
、
基
本
構
想
（
案
）

口
貫
一

市
の
将
来
図
と
施
策
の

て
、
お
よ
そ
四
十
頁
に

　
農
用
地
は
、
苗
場
山
ろ
く
地
域
の

開
発
を
は
じ
め
と
し
て
優
良
農
地
を

積
極
的
に
確
保
し
、
森
林
、
原
野
で

は
、
今
後
、
森
林
総
合
整
備
計
画
に

よ
り
積
極
的
に
植
林
を
行
う
と
と
も

に
、
自
然
と
の
調
和
を
は
か
り
な
が

ら
自
然
公
園
の
造
成
な
ど
観
光
、
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
用
地
と
し
て
開
発

を
考
え
て
い
ま
す
．

交
通
通
信
網

　
来
た
る
べ
き
上
越
新
幹
線
な
ど
の

高
速
交
通
体
系
に
対
応
し
、
そ
の
経

済
的
効
果
を
有
効
に
活
用
す
る
た

に
つ
い
て
、
原
案
に
つ
い
て
一
部
の

修
正
を
加
え
、
決
定
を
い
た
し
、
同

日
市
長
に
答
申
を
い
た
し
ま
し
た
．

　
基
本
構
想
の
期
日
は
、
昭
和
五
十

．
二
年
を
基
準
年
次
と
し
、
昭
和
五
十

五
年
を
初
年
度
、
昭
和
七
十
年
を
目

標
年
度
と
し
て
い
ま
す
。

　
総
合
計
画
審
議
会
の
答
申
を
得
た

基
本
構
想
は
、
九
月
定
例
議
会
に
提

出
し
、
議
決
を
得
、
更
に
十
一
月
末

ま
で
に
、
基
本
計
画
を
完
了
．
以
後

五
十
五
年
度
予
算
に
お
り
こ
む
た
め
、

実
施
計
画
書
作
成
の
手
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。

．
現
実
的
に
は
具
体
的
な
施
策
、
計

数
的
な
内
容
を
折
込
ん
だ
基
本
計
画

が
審
議
の
過
程
の
な
か
で
、
一
番
論

議
を
呼
ぶ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
総
合
計
画
基
本
構
想
の
諮
問
、
答

申
に
つ
い
て
、
審
議
経
過
の
一
端
を

申
し
上
げ
、
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

め
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
は
か

る
と
と
も
に
、
臼
常
生
活
に
直
結
す

る
交
通
網
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
冬
期
間
の
交
通
確
保
に
つ
と
め

雪
の
障
害
を
克
服
し
、
通
年
交
通
を

は
か
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

都
市
計
画

　
無
秩
序
な
市
街
化
を
防
ぎ
、
計
画

的
な
市
街
化
を
は
か
る
た
め
、
用
途

別
の
地
域
計
画
や
計
画
的
な
施
設
配

置
な
ど
総
合
的
な
整
備
を
行
い
ま
す
。

水
　
利
　
用

　
人
口
の
市
街
地
区
集
中
と
生
活
水

準
の
向
上
、
道
路
無
雪
化
、
農
業
基

盤
の
整
備
や
畑
地
か
ん
が
い
な
ど
に

よ
り
水
の
需
要
量
は
ま
す
ま
す
増
大

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
こ
の
水
需

要
量
を
確
保
す
る
た
め
水
源
の
か
ん

養
を
し
、
清
津
川
多
目
的
ダ
ム
か
ら

の
導
水
や
小
規
模
ダ
ム
の
建
設
を
は

か
り
ま
す
。
ま
た
使
用
量
が
急
増
し

て
い
る
地
下
水
に
つ
い
て
は
精
査
を

調
和
の
と
れ
た
産
業
の
振
興

　
魅
力
あ
る
定
住
社
会
の
建
設
に
は
、

経
済
基
盤
の
確
立
が
大
前
提
で
す
．

　
本
市
の
産
業
は
、
古
く
か
ら
地
域

の
自
然
風
土
に
密
着
し
て
発
展
し
て

き
た
織
物
と
農
業
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
．
今
後
も
、
本
市
経

済
の
柱
と
し
て
両
者
の
調
和
あ
る
発

展
を
促
し
、
商
業
の
振
興
と
あ
い
ま

っ
て
活
力
あ
る
産
業
都
市
を
建
設
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

農
　
林
業

　
農
業
　
米
、
畑
作
、
養
蚕
、
畜
産
、

の
四
本
柱
で
農
業
の
振
興
を
は
か
り

ま
す
．
水
田
の
土
地
基
盤
の
整
備
を

積
極
的
に
進
め
、
土
地
改
良
区
の
強

化
を
助
長
し
ま
す
．
ま
た
、
津
南
町

中
里
村
を
含
め
た
広
域
農
道
の
建
設

を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
養
蚕
、
製
糸
、
絹
業
の
三
者
が
一

体
と
な
っ
た
新
し
い
生
産
協
カ
シ
ス

テ
ム
と
し
て
「
シ
ル
ケ
コ
ン
ビ
ナ
i

卜
」
構
想
を
推
進
し
、
新
し
い
産
地

形
成
を
は
か
り
ま
す
。

　
林
業
　
市
域
面
積
の
六
十
％
を
森

林
が
占
め
て
い
ま
す
が
利
用
度
は
高

く
あ
り
ま
せ
ん
．
こ
の
た
め
林
業
の

総
合
施
策
事
業
を
と
り
入
れ
、
生
産

性
と
収
益
性
の
向
上
を
は
か
り
、
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
利
用
に
対
応
し
た

森
林
の
維
持
造
成
も
行
う
と
し
て
い

ま
す
。

工

業

　
織
物
に
つ
い
て
は
、
五
十
三
年
度

に
作
成
し
た
産
地
振
興
計
画
に
そ
っ

た
振
興
を
は
か
り
ま
す
．
そ
の
他
工

業
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
体
質
強
化

と
近
代
化
を
進
め
る
一
方
、
雇
用
機

会
の
創
出
を
は
か
る
た
め
、
織
物
や

農
業
と
の
関
連
産
業
、
そ
の
他
優
良

企
業
の
誘
致
を
積
極
的
に
す
す
め
る

も
の
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
製

品
の
開
発
を
す
る
た
め
、
公
的
試
験

機
関
の
充
実
強
化
を
は
か
り
、
技
術

研
修
機
能
、
P
R
機
能
、
さ
ら
に
市

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

雪
の
克
服
と
利
用

　
雪
に
強
い
都
市
づ
く
り
を
行
い
、

雪
を
障
害
物
と
し
て
の
み
と
ら
え
る

の
で
は
な
く
こ
れ
を
克
服
し
、
資
源

と
し
て
活
か
し
、
雪
ま
つ
り
や
ス
キ

ー
場
の
建
設
、
総
合
研
究
機
関
の
設

置
な
ど
積
極
的
に
活
用
し
て
ゆ
く
方

策
を
講
じ
て
ゆ
き
ま
す
。

●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
0
●
●
0
●
●
●
●
●
●
●
O
●
●
●
●
●
■

民
的
な
ひ
ろ
が
り
を
も
つ
工
芸
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
も
言
う
べ
き
機
能
を
そ

な
え
た
き
も
の
文
化
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
ま
す
。

　
農
家
と
の
関
係
で
は
、
デ
バ
タ
な

ど
で
と
っ
て
き
た
両
者
の
相
互
依
存

体
制
を
一
層
す
す
め
て
ゆ
き
ま
す
。

商

業

　
商
業
で
は
、
商
業
近
代
化
地
域
計

画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
消
費

者
の
利
便
の
向
上
と
魅
力
あ
る
商
店

街
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
．

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
現
在
の
本
市
の
観
光
は
、
大
井
田

城
跡
、
鉢
の
石
仏
な
ど
の
史
跡
が
各

所
に
点
在
し
て
い
る
も
の
の
確
立
さ

れ
た
観
光
地
を
形
成
す
る
に
は
い
た

っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
の
方
向
と
し

て
は
、
自
然
と
の
調
和
を
は
か
り
な

が
ら
、
豊
富
な
森
林
資
源
を
活
か
し

た
十
日
町
史
跡
公
園
、
十
日
町
森
林

公
園
、
自
然
運
動
公
園
、
権
現
山
、

当
間
山
の
開
発
な
ど
、
後
世
に
残
る

公
園
づ
く
り
を
進
め
て
ゆ
き
ま
す
。
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か
ね
て
十
目
町
市
総
合
計
画
審
議
会
に
諮
問
し
て
い
た
「
十
日
町
市
総
合

　
計
画
基
本
構
想
」
が
、
八
月
二
十
八
日
、
市
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
・

　
　
市
で
は
、
こ
の
答
申
を
受
け
て
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
市
議
会
に

ハ
提
案
し
、
九
月
十
七
日
、
満
場
一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
・

　
　
今
後
こ
の
構
想
に
そ
っ
て
基
本
計
画
、
実
施
計
画
を
策
定
し
、
活
気
あ
る

』
産
業
田
園
文
化
都
市
を
め
ざ
し
た
市
政
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
・

　
　
今
月
号
は
こ
の
基
本
構
想
の
内
容
を
特
集
で
ご
紹
介
し
ま
す
・

市
の
将
来
像
は

産
業
田
園
文
化
都
市

　
十
日
町
市
は
、
雪
と
織
物
の
ま
ち

で
す
。
主
産
業
の
織
物
は
、
年
産
六

百
五
十
億
円
の
出
荷
額
を
誇
り
、
日

本
の
伝
統
的
な
服
飾
文
化
を
つ
く
り

だ
す
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
と
し
て
定

着
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
屈
指

の
豪
雪
都
市
で
あ
り
、
全
国
六
百
四

十
六
市
の
う
ち
で
た
だ
一
市
、
地
方

交
付
税
の
積
雪
度
級
地
が
八
級
地
に

指
定
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
．

　
農
業
を
生
産
基
盤
と
し
、
織
物
を

構
想
の
実
現
に
ま
い
進

　
市
で
は
、
五
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
総
合
計
画
の
策

定
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
．

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
今
ま
で
の
基

本
構
想
は
、
昭
和
六
十
年
ま
で
を
展

望
し
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
経
済
事
情

が
変
化
し
、
生
活
状
態
も
質
的
な
変

化
を
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
全
国
が

高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
に
と
転
換

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
な
っ
て
お

り
塞
す
。
ま
た
、
基
準
年
次
も
だ
い

ぶ
経
過
し
て
お
り
、
基
本
構
想
の
修

董
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

市
長
　
諸
　
里
　
正
　
典

　
こ
の
基
本
構
想
は
、
目
標
を
昭
和
．

七
十
年
に
お
き
、
今
後
、
六
十
五
年

を
目
標
と
し
た
基
本
計
画
、
三
力
年

ご
と
に
ロ
ー
リ
ン
グ
し
て
ゆ
く
実
施

計
圃
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
構
想
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

二
十
名
の
総
合
計
画
審
議
委
員
の
か

た
が
た
か
ら
貴
重
な
ご
指
導
を
い
た

だ
き
、
ご
意
見
を
頂
だ
い
し
、
ま
た
、

市
内
の
十
三
ヵ
所
で
広
聴
会
を
開
催

し
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に

耳
を
傾
け
、
で
き
る
だ
け
計
画
に
反

映
さ
せ
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
新
し
い
特
徴
は
、
つ

ぎ
の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
8

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に

積
極
的
に
取
り
く
む
こ
と
　
口
市

民
参
加
の
市
政
を
お
し
進
め
る
こ
と

目
当
市
の
穴
十
五
響
を
占
め
る
森
林
、

原
野
を
活
用
し
、
自
然
保
護
と
の
調

整
を
は
か
り
な
が
ら
、
市
民
の
憩
い

の
場
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る

自
然
公
園
（
森
林
公
園
）
計
画
で
す
。

　
こ
の
構
想
に
も
ら
れ
た
数
多
い
事

業
を
実
現
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
今
日

の
自
治
体
の
財
政
事
情
か
ら
み
て
、

容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
し

か
し
、
そ
れ
は
、
市
民
生
活
の
現
状

を
か
え
り
み
る
と
き
、
ぜ
ひ
と
も
実

現
が
必
要
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
私

は
、
こ
の
計
画
実
現
の
た
め
に
、
勇

気
あ
る
決
断
力
と
旺
盛
な
実
行
力
を

発
揮
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
市
づ
く
り
は
、
市
当
局
の
努
力
の

み
で
は
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
市
民
こ
そ
市
づ
く
り
の
主
役
で

あ
り
、
行
政
と
の
水
も
も
ら
さ
ぬ
連

帯
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
よ
い
市
づ

く
り
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
十
日
町
市
が
、
住
み
よ
く
、

活
気
あ
る
産
業
田
園
文
化
都
市
と
し

て
未
来
に
伸
び
て
ゆ
く
た
め
に
、
市

民
各
位
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

産
業
基
盤
と
し
た
雪
の
ま
ち
に
五
万

人
の
市
民
が
活
気
あ
る
生
活
を
営
ん

で
お
り
、
こ
の
生
活
を
維
持
し
、
さ

ら
に
発
展
充
実
し
た
市
民
生
活
を
送

る
た
め
に
、
市
の
将
来
の
基
本
的
な

市
づ
く
り
の
方
向
と
市
の
将
来
像
を

次
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
．

市
づ
く
り
の
方
向

●
魚
沼
、
東
頸
城
地
方
の
中
核
都
市

と
し
て
若
者
が
定
着
し
、
市
民
の
一

人
一
人
が
夢
と
誇
り
を
も
っ
て
住
み

つ
ぎ
た
く
な
る
よ
う
な
人
間
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り

●
伝
統
的
な
織
物
産
業
と
農
業
が
調

和
し
て
農
工
…
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ

／
＼
ハ
ソ

●
雄
大
な
自
然
や
風
土
、
長
い
歴
史

に
育
ま
れ
た
文
化
や
伝
統
を
活
か
し

た
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

●
ま
ち
づ
く
り
は
市
と
市
民
の
共
同

作
業
、
で
き
あ
が
っ
た
ま
ち
は
、
市

と
市
民
の
共
同
作
品
と
い
う
考
え
か

た
に
た
つ
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

　
市
の
将
来
像

　
市
づ
く
り
の
方
向
に
そ
っ
て
建
設

さ
れ
る
市
の
将
来
像
は
「
生
活
環
境

が
整
備
」
さ
れ
「
健
康
で
や
す
ら
ぎ

の
あ
る
市
民
生
活
」
が
送
れ
「
地
域

に
根
ざ
し
た
個
性
豊
か
な
人
づ
く
り
」

を
進
め
「
産
業
の
確
立
」
し
た
産
業

田
園
文
化
都
市
で
す
．

　
社
会
経
済
指
標

　
人
口
は
、
昭
和
七
十
年
に
五
十
年

の
九
．
五
％
増
の
五
万
五
千
人
に
な

り
、
世
帯
数
で
は
一
万
六
千
百
世
帯

に
な
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
．
年
齢

別
で
は
、
四
十
五
歳
以
上
の
人
口
が

四
十
二
．
七
％
、
六
十
五
歳
以
上
の

老
齢
人
口
が
、
約
九
千
四
百
人
、
十

七
％
に
な
り
加
年
化
、
老
齢
化
が
進

む
と
し
て
い
ま
す
。

　
経
済
で
は
、
市
内
の
純
生
産
額
が
、

千
五
百
六
億
円
と
五
十
年
の
二
・
五

倍
に
な
軌
、
年
平
均
成
長
率
は
四
・
七

六
％
に
な
り
ま
す
．
産
業
別
構
成
比

で
は
、
↓
次
、
二
次
産
業
が
減
少
し

そ
の
分
を
』
一
次
産
業
が
吸
収
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
市
民
所
得
で
は
、

百
五
万
千
円
が
二
百
五
十
七
万
二
千

円
と
約
二
．
四
倍
に
な
り
、
国
民
所

当間山ろくに親子熊が出没しています。キノコ取りには十分ご注意下さい。
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得
と
県
民
所
得
の
中
間
に
な
る
と
予

測
し
て
い
ま
す
。

生
活
圏
の
設
定

　
地
域
社
会
の
変
動
や
モ
ー
タ
リ
ゼ

！
シ
ョ
ン
の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
集

落
単
位
の
人
の
つ
な
が
り
か
ら
広
域

市
町
村
圏
ま
イ
．
、
茅
、
の
目
的
に
応
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
共
同
体
が
形
成
さ
れ
て

い
ま
す
．
構
想
で
は
、
生
活
圏
を
、

集
落
、
基
礎
集
落
圏
、
一
、
一
、
、
．
、
一
次

生
活
圏
、
広
域
市
町
村
圏
の
六
段
階

に
わ
け
て
・
て
れ
ぞ
れ
の
生
活
圏
に
必

要
な
施
策
を
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
で
の

形
成
に
は
積
極
的
に
．
取
り
組
み
ま
す
，

都
市
基
盤
を
整
備

　
躍
動
す
る
都
市
の
実
現
を
は
か
る

に
は
、
そ
の
基
盤
と
な
る
土
地
利
用

を
は
じ
め
と
し
た
基
礎
的
条
件
を
整

備
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
公
共
の
福
祉

を
優
先
し
、
．
長
期
的
な
展
望
に
た
っ

て
総
合
的
、
計
画
的
に
進
め
る
も
の

と
し
て
い
ま
す
、
ま
た
、
本
市
は
、

山
問
豪
雪
地
帯
と
い
う
地
理
的
、
自

然
的
に
不
利
な
条
件
を
背
負
っ
て
い

る
の
で
、
雪
の
克
服
を
大
前
提
と
し

た
条
件
整
備
を
は
か
り
ま
す
、

答
申
を
お
え

　
　
　
総
合
計
画
審
議
会
々
長

　
「
ま
ち
に
未
来
を
　
政
治
に
み
な

ぎ
る
活
力
を
し
と
、
こ
の
若
々
し
く

は
つ
ら
つ
と
し
た
政
治
へ
の
対
応
を

旗
じ
る
し
に
誕
生
し
た
諸
里
市
政
は
、

新
し
い
市
づ
く
り
の
新
構
想
を
ま
と

め
ら
れ
、
八
月
十
八
日
に
開
か
れ
た

総
合
計
画
審
議
会
に
、
十
日
町
市
総

合
計
画
基
本
構
想
（
案
）
と
し
て
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
諮
問
、
委
員
の
意

見
を
求
め
、
更
に
二
十
八
日
に
再
度

委
員
会
を
開
き
、
慎
重
に
審
議
を
進

め
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
基
本
構
想

（
案
）

土
地
利
用

僕樋て

大
綱
に
つ

に
の
ぼ
る
長
文
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
市
長
の
政
治
理
念
が
、
新
し
い
発

想
と
、
自
主
的
な
政
策
の
調
和
の
な

か
で
、
素
朴
な
自
主
的
な
市
民
参
加

が
う
た
わ
れ
、
特
に
う
る
お
い
の

あ
る
人
間
関
係
、
帰
属
意
識
の
強
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
、
み
ん
な

が
助
け
合
っ
て
い
こ
う
。
固
有
の
文

化
を
大
事
に
し
て
い
こ
う
．
と
い
う

人
問
本
位
の
明
る
い
豊
か
な
市
づ
く

り
を
理
念
と
し
て
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

　
審
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
各

委
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、

ま
た
市
民
と
し
て
の
立
場
か
ら
卒
直

に
ま
じ
め
に
、
質
疑
、
意
見
を
の
べ
、

活
発
な
討
議
を
重
ね
、
基
本
構
想
（
案
）

口
貫
一

市
の
将
来
図
と
施
策
の

て
、
お
よ
そ
四
十
頁
に

　
農
用
地
は
、
苗
場
山
ろ
く
地
域
の

開
発
を
は
じ
め
と
し
て
優
良
農
地
を

積
極
的
に
確
保
し
、
森
林
、
原
野
で

は
、
今
後
、
森
林
総
合
整
備
計
画
に

よ
り
積
極
的
に
植
林
を
行
う
と
と
も

に
、
自
然
と
の
調
和
を
は
か
り
な
が

ら
自
然
公
園
の
造
成
な
ど
観
光
、
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
用
地
と
し
て
開
発

を
考
え
て
い
ま
す
．

交
通
通
信
網

　
来
た
る
べ
き
上
越
新
幹
線
な
ど
の

高
速
交
通
体
系
に
対
応
し
、
そ
の
経

済
的
効
果
を
有
効
に
活
用
す
る
た

に
つ
い
て
、
原
案
に
つ
い
て
一
部
の

修
正
を
加
え
、
決
定
を
い
た
し
、
同

日
市
長
に
答
申
を
い
た
し
ま
し
た
．

　
基
本
構
想
の
期
日
は
、
昭
和
五
十

．
二
年
を
基
準
年
次
と
し
、
昭
和
五
十

五
年
を
初
年
度
、
昭
和
七
十
年
を
目

標
年
度
と
し
て
い
ま
す
。

　
総
合
計
画
審
議
会
の
答
申
を
得
た

基
本
構
想
は
、
九
月
定
例
議
会
に
提

出
し
、
議
決
を
得
、
更
に
十
一
月
末

ま
で
に
、
基
本
計
画
を
完
了
．
以
後

五
十
五
年
度
予
算
に
お
り
こ
む
た
め
、

実
施
計
画
書
作
成
の
手
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。

．
現
実
的
に
は
具
体
的
な
施
策
、
計

数
的
な
内
容
を
折
込
ん
だ
基
本
計
画

が
審
議
の
過
程
の
な
か
で
、
一
番
論

議
を
呼
ぶ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
総
合
計
画
基
本
構
想
の
諮
問
、
答

申
に
つ
い
て
、
審
議
経
過
の
一
端
を

申
し
上
げ
、
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

め
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
は
か

る
と
と
も
に
、
臼
常
生
活
に
直
結
す

る
交
通
網
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
冬
期
間
の
交
通
確
保
に
つ
と
め

雪
の
障
害
を
克
服
し
、
通
年
交
通
を

は
か
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

都
市
計
画

　
無
秩
序
な
市
街
化
を
防
ぎ
、
計
画

的
な
市
街
化
を
は
か
る
た
め
、
用
途

別
の
地
域
計
画
や
計
画
的
な
施
設
配

置
な
ど
総
合
的
な
整
備
を
行
い
ま
す
。

水
　
利
　
用

　
人
口
の
市
街
地
区
集
中
と
生
活
水

準
の
向
上
、
道
路
無
雪
化
、
農
業
基

盤
の
整
備
や
畑
地
か
ん
が
い
な
ど
に

よ
り
水
の
需
要
量
は
ま
す
ま
す
増
大

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
こ
の
水
需

要
量
を
確
保
す
る
た
め
水
源
の
か
ん

養
を
し
、
清
津
川
多
目
的
ダ
ム
か
ら

の
導
水
や
小
規
模
ダ
ム
の
建
設
を
は

か
り
ま
す
。
ま
た
使
用
量
が
急
増
し

て
い
る
地
下
水
に
つ
い
て
は
精
査
を

調
和
の
と
れ
た
産
業
の
振
興

　
魅
力
あ
る
定
住
社
会
の
建
設
に
は
、

経
済
基
盤
の
確
立
が
大
前
提
で
す
．

　
本
市
の
産
業
は
、
古
く
か
ら
地
域

の
自
然
風
土
に
密
着
し
て
発
展
し
て

き
た
織
物
と
農
業
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
．
今
後
も
、
本
市
経

済
の
柱
と
し
て
両
者
の
調
和
あ
る
発

展
を
促
し
、
商
業
の
振
興
と
あ
い
ま

っ
て
活
力
あ
る
産
業
都
市
を
建
設
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

農
　
林
業

　
農
業
　
米
、
畑
作
、
養
蚕
、
畜
産
、

の
四
本
柱
で
農
業
の
振
興
を
は
か
り

ま
す
．
水
田
の
土
地
基
盤
の
整
備
を

積
極
的
に
進
め
、
土
地
改
良
区
の
強

化
を
助
長
し
ま
す
．
ま
た
、
津
南
町

中
里
村
を
含
め
た
広
域
農
道
の
建
設

を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
養
蚕
、
製
糸
、
絹
業
の
三
者
が
一

体
と
な
っ
た
新
し
い
生
産
協
カ
シ
ス

テ
ム
と
し
て
「
シ
ル
ケ
コ
ン
ビ
ナ
i

卜
」
構
想
を
推
進
し
、
新
し
い
産
地

形
成
を
は
か
り
ま
す
。

　
林
業
　
市
域
面
積
の
六
十
％
を
森

林
が
占
め
て
い
ま
す
が
利
用
度
は
高

く
あ
り
ま
せ
ん
．
こ
の
た
め
林
業
の

総
合
施
策
事
業
を
と
り
入
れ
、
生
産

性
と
収
益
性
の
向
上
を
は
か
り
、
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
利
用
に
対
応
し
た

森
林
の
維
持
造
成
も
行
う
と
し
て
い

ま
す
。

工

業

　
織
物
に
つ
い
て
は
、
五
十
三
年
度

に
作
成
し
た
産
地
振
興
計
画
に
そ
っ

た
振
興
を
は
か
り
ま
す
．
そ
の
他
工

業
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
体
質
強
化

と
近
代
化
を
進
め
る
一
方
、
雇
用
機

会
の
創
出
を
は
か
る
た
め
、
織
物
や

農
業
と
の
関
連
産
業
、
そ
の
他
優
良

企
業
の
誘
致
を
積
極
的
に
す
す
め
る

も
の
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
製

品
の
開
発
を
す
る
た
め
、
公
的
試
験

機
関
の
充
実
強
化
を
は
か
り
、
技
術

研
修
機
能
、
P
R
機
能
、
さ
ら
に
市

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

雪
の
克
服
と
利
用

　
雪
に
強
い
都
市
づ
く
り
を
行
い
、

雪
を
障
害
物
と
し
て
の
み
と
ら
え
る

の
で
は
な
く
こ
れ
を
克
服
し
、
資
源

と
し
て
活
か
し
、
雪
ま
つ
り
や
ス
キ

ー
場
の
建
設
、
総
合
研
究
機
関
の
設

置
な
ど
積
極
的
に
活
用
し
て
ゆ
く
方

策
を
講
じ
て
ゆ
き
ま
す
。

●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
0
●
●
0
●
●
●
●
●
●
●
O
●
●
●
●
●
■

民
的
な
ひ
ろ
が
り
を
も
つ
工
芸
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
も
言
う
べ
き
機
能
を
そ

な
え
た
き
も
の
文
化
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
ま
す
。

　
農
家
と
の
関
係
で
は
、
デ
バ
タ
な

ど
で
と
っ
て
き
た
両
者
の
相
互
依
存

体
制
を
一
層
す
す
め
て
ゆ
き
ま
す
。

商

業

　
商
業
で
は
、
商
業
近
代
化
地
域
計

画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
消
費

者
の
利
便
の
向
上
と
魅
力
あ
る
商
店

街
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
．

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
現
在
の
本
市
の
観
光
は
、
大
井
田

城
跡
、
鉢
の
石
仏
な
ど
の
史
跡
が
各

所
に
点
在
し
て
い
る
も
の
の
確
立
さ

れ
た
観
光
地
を
形
成
す
る
に
は
い
た

っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
の
方
向
と
し

て
は
、
自
然
と
の
調
和
を
は
か
り
な

が
ら
、
豊
富
な
森
林
資
源
を
活
か
し

た
十
日
町
史
跡
公
園
、
十
日
町
森
林

公
園
、
自
然
運
動
公
園
、
権
現
山
、

当
間
山
の
開
発
な
ど
、
後
世
に
残
る

公
園
づ
く
り
を
進
め
て
ゆ
き
ま
す
。



O
へ
臥

（4）

とおガ夢3第3種郵便物認可）昭和54年10月10日

生
活
環
境
を
整
備

　
戦
後
、
経
済
的
な
豊
か
さ
だ
け
を

求
め
て
き
た
過
程
叫
＼
過
密
・
過
疎

や
環
境
破
か
い
、
公
害
と
い
っ
た
問

題
を
引
き
お
こ
し
て
き
た
こ
と
を
是

正
し
、
自
然
と
人
間
の
調
和
や
精
神

的
な
生
き
が
い
な
ど
に
十
分
な
配
慮

を
し
、
日
常
生
活
に
と
っ
て
欠
く
．
｝

と
の
で
き
な
い
生
活
環
境
施
設
の
整

備
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
．

　
上
水
道
　
水
資
源
が
不
足
す
る
と

予
測
さ
れ
る
の
で
、
清
津
川
ダ
ム
、
六

日
町
の
三
国
川
ダ
ム
を
含
め
た
広
域

水
道
の
建
設
に
よ
っ
て
安
定
給
水
を

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
水

道
給
水
区
域
以
外
’
．
・
は
、
簡
易
水
道

の
整
備
を
行
い
ま
す
．

　
下
水
道
　
市
街
地
区
域
内
の
公
共

ド
水
道
の
建
設
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
市
街
地
区
域
外
で
は
汚
水
共
同

処
理
施
設
の
設
置
を
し
、
公
共
下
水

道
の
整
備
に
ょ
り
し
尿
処
理
量
が

減
少
す
る
の
で
、
し
尿
汲
取
事
業
の

公
社
化
を
は
か
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
住
宅
　
一
世
帯
一
住
宅
、
一
人
一

室
を
目
標
に
公
的
住
宅
、
民
間
自
力

住
宅
の
整
備
を
は
か
り
、
と
く
に
市

街
地
に
お
い
て
都
市
の
再
開
発
や
住

宅
の
共
同
化
を
す
す
め
、
ゆ
と
り
の

あ
る
環
境
の
確
保
に
つ
と
め
ま
す
、

　
公
害
　
発
生
源
の
未
然
防
止
、
施

設
の
改
善
、
規
則
や
監
視
指
導
体
制

の
強
化
を
行
い
圭
す
．

　
交
通
安
全
　
交
通
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備

や
道
路
の
機
能
、
性
格
に
応
じ
た
各

種
の
交
通
規
制
を
実
施
し
、
安
全
教

育
を
行
い
、
交
通
安
全
意
識
の
普
及

高
揚
に
努
め
、
被
害
者
の
社
会
復
帰

の
た
め
被
害
者
救
済
対
策
の
強
化
を

は
か
り
ま
す
。

消
防
・
防
災
　
建
物
の
高
層
化
、
危

険
物
施
設
の
増
加
な
ど
に
対
処
す
る

た
め
、
火
災
の
予
防
対
策
の
強
化

や
消
防
施
設
の
増

強
、
組
織
の
強
化

を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
医
療
機
関
と

の
連
け
い
を
と
り

な
が
ら
救
急
体
制

の
確
立
を
は
か
り

ま
す
。

　
防
災
対
策
で
は

水
害
、
が
け
崩
れ

な
だ
れ
な
ど
の
防

止
対
策
を
施
し
、

地
域
防
災
計
画
に

基
づ
き
防
災
体
制

の
強
化
を
し
ま
す
。

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
市
民
生
活

　
健
康
の
増
進
と
福
祉
の
向
上
は
、

市
民
生
活
の
基
本
で
す
。

　
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
健

康
の
増
進
、
疾
病
の
予
防
と
治
療
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ヨ
ン
を
含
む
一
貫

し
た
保
健
医
療
体
制
の
拡
充
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
福
祉
の
向
上

に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
的
に
弱
い
立

場
の
人
達
に
温
か
い
お
も
い
や
り
の

あ
る
施
策
を
講
じ
な
が
ら
、
個
人
や

家
庭
の
自
助
努
力
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
、
市
民
の
相
互
協
力
が
必

要
だ
と
し
て
い
ま
す
．

健
康
の
増
進

　
健
康
を
保
持
す
る
た
め
に
、
栄
養

指
導
、
健
康
教
室
な
ど
の
充
実
を
は

か
り
、
市
民
の
健
康
管
理
の
た
め
に

予
防
接
種
、
相
談
指
導
な
ど
の
健
康

管
理
機
能
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
新
た
に
保
健
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

ま
す
．
ま
た
、
病
気
に
な
っ
た
時
に

は
、
常
に
高
度
な
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
医
療
従
事
者
の
確
保
、
医

療
施
設
の
整
備
を
進
め
て
ゆ
き
ま
す
。

　
同
時
に
、
休
目
夜
間
診
療
体
制
の

確
立
と
急
患
輸
送
体
制
の
強
化
を
は

か
る
と
し
て
い
ま
す
。

福
祉
の
向
上

■，

　
経
済
の
成
長
に
ょ
っ
て
市
民
生
活

は
豊
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
一

方
で
は
貧
困
、
疾
病
、
障
害
な
ど
に

苦
し
む
人
が
い
ま
す
．
．
流
ら
の
社

会
的
に
弱
い
立
場
の
人
々
に
対
し
て

次
の
施
策
を
行
い
ま
す
。

　
老
人
福
祉
　
老
後
の
生
き
が
い
を

高
め
る
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の

地
城
集
団
活
動
、
高
齢
者
教
育
な
ど

の
施
策
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
各
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森
林
公
園
の

　
　
　
早
期
完
成
を

　
　
　
　
　
俵
山
　
　
進
三

　
私
は
、
六
箇
地
区
の
広
聴
会
で
、

青
年
代
表
と
し
て
発
言
す
る
時
、
地

域
の
エ
ゴ
か
ら
で
な
く
、
五
万
市
民

の
一
人
と
し
て
今
、
十
日
町
市
に
何

が
必
要
か
と
考
え
ま
し
た
。
十
日
町

福
祉
施
設
の
充
実
を

”
　
　
　
　
河
野
辺
久
美
子

皿
　
総
合
計
画
に
老
人
福
祉
の
問
題
が

…
取
り
あ
げ
ら
れ
た
事
は
誠
に
嬉
し
い
．

…
　
広
聴
会
以
来
下
条
地
区
内
で
も
特

皿
に
、
婦
人
の
問
で
話
題
に
な
る
の
が

…
老
人
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
事
で
あ
る
。

…
地
域
ダ
ム
の
建
設
を

…
　
　
　
　
　
岡
村
　
　
欣
一

に
は
、
幼
稚
園
、
小
学
生
の
遠
足
や
家

族
づ
れ
、
若
者
の
サ
ー
ク
ル
活
動
等

で
利
用
で
き
る
公
園
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
森
林
公
園
計
画
を
発
表

し
ま
し
た
．
そ
の
後
こ
の
公
園
計
画

を
進
め
る
た
め
に
、
六
箇
地
区
の
若

者
で
、
六
箇
地
区
推
進
協
議
会
を
結

成
し
、
毎
月
一
日
に
行
わ
れ
る
市
民

と
語
る
日
に
、
毎
回
参
加
し
て
運
動

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
市
当
局
に
要
望
を
出
し
な
が
ら
も

我
々
が
で
き
る
事
は
、
我
々
で
や
ろ

う
と
思
い
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て
資

料
集
め
を
や
る
事
に
し
、
埼
玉
県
、

愛
知
県
、
群
馬
県
、
そ
し
て
県
内
の

　
先
日
も
百
名
近
い
会
員
が
、
大
和

町
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
八
色
園

を
見
学
し
て
来
た
が
、
近
い
将
来
を

考
え
た
時
、
ひ
と
．
こ
と
で
は
な
く
自
分

の
事
と
し
て
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
実
感
が
多
か
っ
た
よ

う
だ
。
家
庭
を
守
り
お
年
寄
の
め
ん
ど

う
を
見
る
の
は
婦
入
の
役
割
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
環
境
に
恵
ま
れ
な
い

お
年
寮
が
年
々
増
え
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。

　
津
南
町
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

が
設
立
さ
れ
る
と
の
事
で
あ
る
が
、

い
ざ
自
分
が
そ
の
当
事
者
に
な
っ
た

場
合
津
南
町
ま
で
は
行
き
た
く
な
い

　
基
本
構
想
の
中
に
あ
る
地
域
ダ
ム

の
建
設
を
具
体
的
な
施
策
と
し
て
基

本
計
画
の
中
に
折
り
込
ん
で
欲
し
い

と
考
え
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
産
業
振
興
及
び

都
市
化
等
に
伴
い
、
工
業
胴
水
、
農

業
周
水
、
飲
科
水
の
需
要
が
年
々
増

大
し
、
将
来
水
資
源
の
澗
渇
が
心
配

糸
魚
川
市
、
小
国
町
、
角
神
の
六
カ

所
の
森
林
公
園
を
見
学
し
、
施
設
を

カ
メ
ラ
に
お
さ
め
、
そ
の
写
真
と
森

林
公
園
予
定
地
の
私
た
ち
の
構
想
を

市
に
提
出
し
て
き
ま
し
た
。
今
も
六

箇
地
区
の
若
者
と
、
塩
ノ
又
部
落
の

か
た
が
た
と
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
の

森
林
公
園
問
題
に
と
り
く
ん
で
い
ま

す
。
心
配
し
て
い
た
土
地
問
題
も
、

百
三
十
診
の
関
係
地
主
の
深
い
理
解

と
協
力
を
得
て
ス
ム
ー
ス
に
解
決
し

て
い
ま
す
。
こ
の
構
想
が
、
基
本
計

画
で
よ
り
具
体
的
に
な
り
、
一
日
も

早
い
完
成
が
待
た
れ
ま
す
。

　
　
（
六
箇
地
区
推
進
協
議
会
々
長
）

し
、
ま
た
行
か
せ
た
く
な
い
と
い
う

気
持
が
す
る
。
あ
る
会
員
が
か
田
と

畑
と
雑
木
林
の
こ
の
広
い
敷
地
に
我

家
一
軒
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
。

こ
の
辺
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
で
き
な

い
か
な
あ
”
と
夢
を
見
て
い
る
様
な

口
調
で
話
し
て
い
た
。
〃
そ
う
な
れ

ば
、
、
ご
夫
婦
で
そ
こ
で
働
け
る
し
、

あ
な
た
が
た
の
老
後
は
安
泰
だ
わ
”

と
早
速
同
調
ず
る
会
員
も
い
た
。

　
脳
卒
中
の
発
症
は
増
え
て
い
る
が
、

死
亡
率
は
低
下
し
つ
つ
あ
る
今
β
、

総
合
的
な
福
祉
施
設
の
充
実
を
早
急

に
進
め
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
下
条
地
区
婦
人
会
）

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
に
消
雪
パ
イ
プ

な
ど
全
く
出
な
く
な
る
箇
所
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
し
、
職
場
の
事
業
用
水

も
制
限
さ
れ
る
こ
と
さ
え
も
あ
り
ま

す
。
雪
を
水
資
源
と
し
て
活
用
す
る

方
法
を
真
剣
儀
考
え
て
は
ど
う
で
し

　
ょ
う
か
。
電
力
に
し
て
持
っ
て
行
か

　
て
し
ま
う
な
ど
、
都
会
ば
か
り
に
雪

俺
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種
相
談
、
就
業
の
指
導
、
リ
ハ
ビ
リ

な
ど
総
合
的
に
利
用
で
き
る
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

広
域
市
町
村
圏
の
中
で
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の

建
設
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
福
祉
　
児
童
公
園
、
遊
園
地

な
ど
の
児
童
施
設
の
充
実
を
は
か
り
、

児
童
を
と
り
ま
く
環
境
の
整
備
を
行

い
ま
す
。
保
育
対
策
に
つ
い
て
は
、

幼
児
教
育
と
の
調
整
を
は
か
り
、

保
育
内
容
の
充
実
に
つ
と
め
な
が
ら

民
間
の
社
会
福
祉
事
業
の
誘
導
を
進

め
施
設
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
福
祉
　
各
種
の
社
会
福
祉
関

係
団
体
に
対
す
る
助
成
や
指
導
援
助

を
す
る
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
協
議

会
を
法
人
化
ヒ
て
内
容
の
充
実
を
は

か
り
ま
す
。
ま
た
、
救
護
施
設
の
設

置
も
構
想
し
て
い
ま
す
。

個
性
豊
か
な
人
づ

　
ゆ
と
り
と
活
力
の
あ
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
物
質
的
な
豊
か

さ
や
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
の
条
件

が
満
た
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
の

特
性
を
活
か
し
た
文
化
社
会
の
形
成

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
、
社
会
、

職
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
生
活
の
場
で
、

教
育
文
化
、
体
育
活
動
を
推
進
し
、

．
そ
の
環
境
整
備
を
は
か
り
、
あ
わ
せ

て
・
い
の
ふ
れ
あ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
を
積
極
的
に
促
進
す
る
と
し
て

い
ま
す
。学

校
教
育

　
小
・
中
学
校
教
育
で
は
、
地
域
に

根
ざ
し
、
児
童
生
徒
の
個
性
を
活
か

し
た
教
育
を
進
め
る
と
と
も
に
、
学

校
規
模
の
適
正
化
、
危
険
校
舎
の
改

築
な
ど
、
教
育
施
設
の
整
備
充
実
に

つ
と
め
ま
す
。

　
高
等
学
校
、
そ
の
他
の
教
育
で
は
、

中
学
校
卒
業
者
の
ほ
と
ん
ど
が
進
学

を
希
望
す
る
と
予
想
さ
れ
る
の
（
＼

こ
れ
に
対
応
し
て
広
城
的
な
観
点
か

く
り

ら
施
設
の
整
備
拡
充
を
は
か
り
ま
す
。

　
大
学
、
専
門
学
校
に
つ
い
て
は
、

織
物
産
地
の
将
来
を
展
望
し
た
人
材

育
成
の
必
要
性
か
ら
、
工
芸
大
学
、

工
芸
専
門
学
校
の
誘
致
に
努
め
る
と

し
て
い
ま
す
。

社
会
教
育

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
で
施
設
と
し
て
の
機

能
を
も
つ
公
民
館
（
地
区
館
、
分
館
）

の
整
備
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
図

書
館
、
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
の
建

設
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
自
然
公
園

と
の
有
機
的
な
結
合
の
も
と
に
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
：
ス
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど

の
自
然
を
利
用
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ヨ
ン
の
場
を
確
保
し
、
多
様
な
学
習

要
求
に
応
え
る
よ
う
教
育
内
容
の
充

実
に
努
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
体
育

　
市
民
総
ス
ポ
ー
ツ
の
実
現
に
向
け

て
、
種
目
別
団
体
の
強
化
や
各
種
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
設
し
、
あ
わ
せ
て

指
導
者
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
体
育
施
設
で
は
、
武
道
館
、
総
合

体
育
館
の
建
設
を
早
急
に
進
め
、
同

時
に
学
校
施
設
の
開
放
を
す
す
め
ま

す
。
ま
た
、
野
球
場
、
陸
上
競
技
場

を
中
・
い
と
し
た
十
日
町
自
然
運
動
公

園
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、
地
域
単

位
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
も

機
能
し
う
る
運
動
広
場
の
造
成
を
行

う
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
で
が
地
域
政
策
の
基

盤
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
た
っ
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
育
成
に
つ
と

め
、
活
動
の
拠
点
に
な
る
公
民
館
、

体
育
施
設
の
整
備
を
は
か
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

自
ら
行
う
施
設
づ
く
り
に
対
し
て
も

助
成
制
度
な
ど
の
施
策
を
講
ず
る
も

の
と
し
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
達
成
の
た
め
に

　
総
合
計
画
達
成
の
た
め
に
、
市
民

の
一
人
一
人
が
市
政
に
対
し
て
積
極

的
に
意
見
を
の
べ
、
市
づ
く
り
に
参

加
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
す
す
め
ま

す
。
ま
た
、
財
政
の
見
通
し
と
あ
わ

せ
て
計
画
実
現
へ
の
手
順
を
明
ら
か

に
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
事
業
施
行
を

し
て
行
き
ま
す
。
広
域
事
務
処
理
に

つ
い
て
も
検
討
を
加
え
、
合
理
的
な

行
政
運
営
を
は
か
る
た
め
、
共
同
処

理
方
式
を
中
心
と
す
る
広
域
行
政
を

積
極
的
に
進
め
ま
す
。

一
の
い
い
と
こ
ろ
を
活
用
さ
せ
て
し
ま

”“
う
の
で
は
な
く
て
…
…
。

一
　
市
で
も
清
津
ダ
ム
の
建
設
に
も
取

…
り
組
ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
、
も
っ

…
と
身
近
か
に
”
水
ガ
人
〃
を
造
っ
て
、

…
市
の
水
資
源
の
安
定
供
給
を
は
か
り
、

…
憎
層
の
産
業
振
興
、
地
域
発
展
の
た

…
め
に
、
地
域
ダ
ム
の
建
毅
が
強
く
望

…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に

脚
、
　
．
具
体
的
な
施
策
を

…
．
　
　
　
　
　
壌
　
　
　
行

ま
れ
ま
す
。

　
．
水
こ
そ
地
域
の
命
”
で
す
。

　
先
月
、
私
達
の
八
箇
産
業
青
年
部

会
の
研
修
旅
行
で
川
西
ダ
ム
を
視
察

し
ま
し
た
。
町
ク
ラ
ス
で
も
あ
の
よ

う
な
悠
久
な
事
業
に
果
敢
に
取
り
線

み
、
立
派
に
な
し
遂
げ
て
い
る
の
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
産
業
振
興
の
面
か

ら
労
働
者
、
あ
る
い
は
若
者
が
、
閑

静
で
手
軽
に
入
手
で
き
る
住
宅
を
供

給
す
る
た
め
の
住
宅
絹
地
の
確
保
も

具
郁
的
に
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

さ
ら
に
朗
る
い
町
づ
く
り
が
で
き
る

と
思
い
ま
ず
。

　
　
　
　
（
八
箇
産
業
青
年
部
長
）
、

，
達
、
，
，
…
…
，
，
．
…
・
，
…
，
。
，
，
，
，
、
囚
魯
姻
凝
餐
撰
郎
漁
織
綿
．
，
，
，
獲
繕
藪
鶉
必
翼
獄
で
す
．

…
　
旭
ケ
丘
団
地
は
、
市
街
地
周
辺
の

…
新
興
住
宅
地
で
す
。
十
年
ほ
ど
前
よ

…
り
入
居
し
始
め
、
い
ま
で
は
九
十
戸

…
を
超
え
ま
し
た
。
独
立
し
た
町
内
と

…
し
て
は
ま
だ
三
年
目
で
す
。

｝
専
門
的
な

…
体
育
指
導
者
の
配
置
を

　

…
　
　
　
　
関
口
　
陽
子
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墓
本
構
想
を
読
み
ま
し
た
。

確
か
に
理
想
的
な
形
態
を
っ
く
り

た
い
と
い
う
構
想
は
、
文
章
の
上
で

は
十
分
で
し
ょ
う
。
む
し
ろ
、
こ
の

を
修
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
も
と
に
な

っ
て
、
現
在
の
組
織
に
な
り
ま
し
た
。

市
の
嘱
託
員
を
中
心
と
し
て
、
書
記
、

会
計
な
ど
多
く
の
役
員
が
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
で
役
割
分
担
を
し
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
町
内
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ

の
も
の
を
作
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
会
議
が
必
要
で
す
。
回
数
も
多
く

な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
、
い
ろ
い
ろ

の
行
事
や
仕
事
な
ど
を
通
し
て
お
互

い
に
知
り
合
い
、
だ
ん
だ
ん
ま
と
ま

り
の
あ
る
町
内
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
町
内
の
人
達
が
気
軽
に
自

構
想
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
ど
の

よ
う
な
ぺ
ー
ス
で
実
現
さ
れ
て
い
く
冒

の
か
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

　
文
明
の
発
達
と
と
も
に
体
力
の
低

下
が
現
わ
れ
、
ー
人
間
関
係
に
も
ひ
ず

み
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

解
消
す
る
に
は
、
積
極
的
な
体
育
活

動
へ
の
参
加
に
よ
り
、
爽
快
な
汗
を

流
し
、
心
の
囲
い
を
取
り
去
っ
た
人

間
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
に
な

　
っ
て
き
ま
す
。
も
は
や
ア
メ
リ
カ
で

は
、
健
康
は
金
で
買
う
時
代
に
な
っ

て
い
て
、
日
本
で
も
大
都
市
で
は
同

じ
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
十
日
町
に
お
い
て
は
、

　
団
地
の
中
に
児
童
公
園
が
あ
り
ま

』
す
。
晴
れ
た
日
に
は
子
供
た
ち
が
よ

く
遊
ん
で
い
ま
す
。
若
い
家
庭
が
多

い
の
で
子
供
を
介
し
て
お
互
い
に
知

り
あ
う
場
合
も
多
い
の
で
す
。
雨
の

日
に
は
、
友
達
の
家
を
順
々
に
回
っ

て
い
ま
す
が
、
雨
の
日
で
も
子
供
た

ち
が
気
軽
に
自
由
に
遊
べ
る
場
所
が

必
要
だ
と
思
う
の
で
す
。

　
基
本
構
想
で
は
コ
、
・
、
ユ
ニ
テ
ィ
の

形
成
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
新
し
い
地
域
つ
く
り
の
た
め
に

、
積
極
的
な
施
策
を
期
待
し
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
（
旭
ケ
丘
団
地
嘱
託
員
）

ま
だ
ま
だ
市
の
行
政
に
期
待
す
る
と

　
こ
ろ
が
多
く
、
豪
雪
地
域
と
い
う
こ

　
と
で
の
ハ
ン
デ
ィ
は
確
か
に
大
き
く
、

他
の
地
域
に
比
べ
て
施
設
の
充
実
が

遅
れ
る
の
は
、
や
む
を
え
な
い
二
と

　
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
段
階
で
望

　
む
こ
と
は
、
ズ
ポ
ー
ツ
愛
好
者
の
よ

　
り
ど
こ
ろ
と
な
る
運
動
公
園
の
建
設

　
と
、
指
導
者
の
充
実
と
い
う
こ
と
で

　
す
。

　
　
市
役
所
の
職
員
と
し
て
体
育
指
導

　
者
を
専
門
に
か
か
え
、
積
極
的
な
指

　
導
に
あ
た
っ
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が

　
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
体
育
指
導
委
員
）
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生
活
環
境
を
整
備

　
戦
後
、
経
済
的
な
豊
か
さ
だ
け
を

求
め
て
き
た
過
程
叫
＼
過
密
・
過
疎

や
環
境
破
か
い
、
公
害
と
い
っ
た
問

題
を
引
き
お
こ
し
て
き
た
こ
と
を
是

正
し
、
自
然
と
人
間
の
調
和
や
精
神

的
な
生
き
が
い
な
ど
に
十
分
な
配
慮

を
し
、
日
常
生
活
に
と
っ
て
欠
く
．
｝

と
の
で
き
な
い
生
活
環
境
施
設
の
整

備
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
．

　
上
水
道
　
水
資
源
が
不
足
す
る
と

予
測
さ
れ
る
の
で
、
清
津
川
ダ
ム
、
六

日
町
の
三
国
川
ダ
ム
を
含
め
た
広
域

水
道
の
建
設
に
よ
っ
て
安
定
給
水
を

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
水

道
給
水
区
域
以
外
’
．
・
は
、
簡
易
水
道

の
整
備
を
行
い
ま
す
．

　
下
水
道
　
市
街
地
区
域
内
の
公
共

ド
水
道
の
建
設
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
市
街
地
区
域
外
で
は
汚
水
共
同

処
理
施
設
の
設
置
を
し
、
公
共
下
水

道
の
整
備
に
ょ
り
し
尿
処
理
量
が

減
少
す
る
の
で
、
し
尿
汲
取
事
業
の

公
社
化
を
は
か
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
住
宅
　
一
世
帯
一
住
宅
、
一
人
一

室
を
目
標
に
公
的
住
宅
、
民
間
自
力

住
宅
の
整
備
を
は
か
り
、
と
く
に
市

街
地
に
お
い
て
都
市
の
再
開
発
や
住

宅
の
共
同
化
を
す
す
め
、
ゆ
と
り
の

あ
る
環
境
の
確
保
に
つ
と
め
ま
す
、

　
公
害
　
発
生
源
の
未
然
防
止
、
施

設
の
改
善
、
規
則
や
監
視
指
導
体
制

の
強
化
を
行
い
圭
す
．

　
交
通
安
全
　
交
通
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備

や
道
路
の
機
能
、
性
格
に
応
じ
た
各

種
の
交
通
規
制
を
実
施
し
、
安
全
教

育
を
行
い
、
交
通
安
全
意
識
の
普
及

高
揚
に
努
め
、
被
害
者
の
社
会
復
帰

の
た
め
被
害
者
救
済
対
策
の
強
化
を

は
か
り
ま
す
。

消
防
・
防
災
　
建
物
の
高
層
化
、
危

険
物
施
設
の
増
加
な
ど
に
対
処
す
る

た
め
、
火
災
の
予
防
対
策
の
強
化

や
消
防
施
設
の
増

強
、
組
織
の
強
化

を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
医
療
機
関
と

の
連
け
い
を
と
り

な
が
ら
救
急
体
制

の
確
立
を
は
か
り

ま
す
。

　
防
災
対
策
で
は

水
害
、
が
け
崩
れ

な
だ
れ
な
ど
の
防

止
対
策
を
施
し
、

地
域
防
災
計
画
に

基
づ
き
防
災
体
制

の
強
化
を
し
ま
す
。

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
市
民
生
活

　
健
康
の
増
進
と
福
祉
の
向
上
は
、

市
民
生
活
の
基
本
で
す
。

　
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
健

康
の
増
進
、
疾
病
の
予
防
と
治
療
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ヨ
ン
を
含
む
一
貫

し
た
保
健
医
療
体
制
の
拡
充
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
福
祉
の
向
上

に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
的
に
弱
い
立

場
の
人
達
に
温
か
い
お
も
い
や
り
の

あ
る
施
策
を
講
じ
な
が
ら
、
個
人
や

家
庭
の
自
助
努
力
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
、
市
民
の
相
互
協
力
が
必

要
だ
と
し
て
い
ま
す
．

健
康
の
増
進

　
健
康
を
保
持
す
る
た
め
に
、
栄
養

指
導
、
健
康
教
室
な
ど
の
充
実
を
は

か
り
、
市
民
の
健
康
管
理
の
た
め
に

予
防
接
種
、
相
談
指
導
な
ど
の
健
康

管
理
機
能
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
新
た
に
保
健
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

ま
す
．
ま
た
、
病
気
に
な
っ
た
時
に

は
、
常
に
高
度
な
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
医
療
従
事
者
の
確
保
、
医

療
施
設
の
整
備
を
進
め
て
ゆ
き
ま
す
。

　
同
時
に
、
休
目
夜
間
診
療
体
制
の

確
立
と
急
患
輸
送
体
制
の
強
化
を
は

か
る
と
し
て
い
ま
す
。

福
祉
の
向
上

■，

　
経
済
の
成
長
に
ょ
っ
て
市
民
生
活

は
豊
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
一

方
で
は
貧
困
、
疾
病
、
障
害
な
ど
に

苦
し
む
人
が
い
ま
す
．
．
流
ら
の
社

会
的
に
弱
い
立
場
の
人
々
に
対
し
て

次
の
施
策
を
行
い
ま
す
。

　
老
人
福
祉
　
老
後
の
生
き
が
い
を

高
め
る
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の

地
城
集
団
活
動
、
高
齢
者
教
育
な
ど

の
施
策
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
各
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森
林
公
園
の

　
　
　
早
期
完
成
を

　
　
　
　
　
俵
山
　
　
進
三

　
私
は
、
六
箇
地
区
の
広
聴
会
で
、

青
年
代
表
と
し
て
発
言
す
る
時
、
地

域
の
エ
ゴ
か
ら
で
な
く
、
五
万
市
民

の
一
人
と
し
て
今
、
十
日
町
市
に
何

が
必
要
か
と
考
え
ま
し
た
。
十
日
町

福
祉
施
設
の
充
実
を

”
　
　
　
　
河
野
辺
久
美
子

皿
　
総
合
計
画
に
老
人
福
祉
の
問
題
が

…
取
り
あ
げ
ら
れ
た
事
は
誠
に
嬉
し
い
．

…
　
広
聴
会
以
来
下
条
地
区
内
で
も
特

皿
に
、
婦
人
の
問
で
話
題
に
な
る
の
が

…
老
人
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
事
で
あ
る
。

…
地
域
ダ
ム
の
建
設
を

…
　
　
　
　
　
岡
村
　
　
欣
一

に
は
、
幼
稚
園
、
小
学
生
の
遠
足
や
家

族
づ
れ
、
若
者
の
サ
ー
ク
ル
活
動
等

で
利
用
で
き
る
公
園
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
森
林
公
園
計
画
を
発
表

し
ま
し
た
．
そ
の
後
こ
の
公
園
計
画

を
進
め
る
た
め
に
、
六
箇
地
区
の
若

者
で
、
六
箇
地
区
推
進
協
議
会
を
結

成
し
、
毎
月
一
日
に
行
わ
れ
る
市
民

と
語
る
日
に
、
毎
回
参
加
し
て
運
動

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
市
当
局
に
要
望
を
出
し
な
が
ら
も

我
々
が
で
き
る
事
は
、
我
々
で
や
ろ

う
と
思
い
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て
資

料
集
め
を
や
る
事
に
し
、
埼
玉
県
、

愛
知
県
、
群
馬
県
、
そ
し
て
県
内
の

　
先
日
も
百
名
近
い
会
員
が
、
大
和

町
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
八
色
園

を
見
学
し
て
来
た
が
、
近
い
将
来
を

考
え
た
時
、
ひ
と
．
こ
と
で
は
な
く
自
分

の
事
と
し
て
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
実
感
が
多
か
っ
た
よ

う
だ
。
家
庭
を
守
り
お
年
寄
の
め
ん
ど

う
を
見
る
の
は
婦
入
の
役
割
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
環
境
に
恵
ま
れ
な
い

お
年
寮
が
年
々
増
え
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。

　
津
南
町
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

が
設
立
さ
れ
る
と
の
事
で
あ
る
が
、

い
ざ
自
分
が
そ
の
当
事
者
に
な
っ
た

場
合
津
南
町
ま
で
は
行
き
た
く
な
い

　
基
本
構
想
の
中
に
あ
る
地
域
ダ
ム

の
建
設
を
具
体
的
な
施
策
と
し
て
基

本
計
画
の
中
に
折
り
込
ん
で
欲
し
い

と
考
え
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
産
業
振
興
及
び

都
市
化
等
に
伴
い
、
工
業
胴
水
、
農

業
周
水
、
飲
科
水
の
需
要
が
年
々
増

大
し
、
将
来
水
資
源
の
澗
渇
が
心
配

糸
魚
川
市
、
小
国
町
、
角
神
の
六
カ

所
の
森
林
公
園
を
見
学
し
、
施
設
を

カ
メ
ラ
に
お
さ
め
、
そ
の
写
真
と
森

林
公
園
予
定
地
の
私
た
ち
の
構
想
を

市
に
提
出
し
て
き
ま
し
た
。
今
も
六

箇
地
区
の
若
者
と
、
塩
ノ
又
部
落
の

か
た
が
た
と
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
の

森
林
公
園
問
題
に
と
り
く
ん
で
い
ま

す
。
心
配
し
て
い
た
土
地
問
題
も
、

百
三
十
診
の
関
係
地
主
の
深
い
理
解

と
協
力
を
得
て
ス
ム
ー
ス
に
解
決
し

て
い
ま
す
。
こ
の
構
想
が
、
基
本
計

画
で
よ
り
具
体
的
に
な
り
、
一
日
も

早
い
完
成
が
待
た
れ
ま
す
。

　
　
（
六
箇
地
区
推
進
協
議
会
々
長
）

し
、
ま
た
行
か
せ
た
く
な
い
と
い
う

気
持
が
す
る
。
あ
る
会
員
が
か
田
と

畑
と
雑
木
林
の
こ
の
広
い
敷
地
に
我

家
一
軒
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
。

こ
の
辺
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
で
き
な

い
か
な
あ
”
と
夢
を
見
て
い
る
様
な

口
調
で
話
し
て
い
た
。
〃
そ
う
な
れ

ば
、
、
ご
夫
婦
で
そ
こ
で
働
け
る
し
、

あ
な
た
が
た
の
老
後
は
安
泰
だ
わ
”

と
早
速
同
調
ず
る
会
員
も
い
た
。

　
脳
卒
中
の
発
症
は
増
え
て
い
る
が
、

死
亡
率
は
低
下
し
つ
つ
あ
る
今
β
、

総
合
的
な
福
祉
施
設
の
充
実
を
早
急

に
進
め
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
下
条
地
区
婦
人
会
）

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
に
消
雪
パ
イ
プ

な
ど
全
く
出
な
く
な
る
箇
所
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
し
、
職
場
の
事
業
用
水

も
制
限
さ
れ
る
こ
と
さ
え
も
あ
り
ま

す
。
雪
を
水
資
源
と
し
て
活
用
す
る

方
法
を
真
剣
儀
考
え
て
は
ど
う
で
し

　
ょ
う
か
。
電
力
に
し
て
持
っ
て
行
か

　
て
し
ま
う
な
ど
、
都
会
ば
か
り
に
雪

俺
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種
相
談
、
就
業
の
指
導
、
リ
ハ
ビ
リ

な
ど
総
合
的
に
利
用
で
き
る
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

広
域
市
町
村
圏
の
中
で
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の

建
設
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
福
祉
　
児
童
公
園
、
遊
園
地

な
ど
の
児
童
施
設
の
充
実
を
は
か
り
、

児
童
を
と
り
ま
く
環
境
の
整
備
を
行

い
ま
す
。
保
育
対
策
に
つ
い
て
は
、

幼
児
教
育
と
の
調
整
を
は
か
り
、

保
育
内
容
の
充
実
に
つ
と
め
な
が
ら

民
間
の
社
会
福
祉
事
業
の
誘
導
を
進

め
施
設
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
福
祉
　
各
種
の
社
会
福
祉
関

係
団
体
に
対
す
る
助
成
や
指
導
援
助

を
す
る
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
協
議

会
を
法
人
化
ヒ
て
内
容
の
充
実
を
は

か
り
ま
す
。
ま
た
、
救
護
施
設
の
設

置
も
構
想
し
て
い
ま
す
。

個
性
豊
か
な
人
づ

　
ゆ
と
り
と
活
力
の
あ
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
物
質
的
な
豊
か

さ
や
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
の
条
件

が
満
た
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
の

特
性
を
活
か
し
た
文
化
社
会
の
形
成

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
、
社
会
、

職
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
生
活
の
場
で
、

教
育
文
化
、
体
育
活
動
を
推
進
し
、

．
そ
の
環
境
整
備
を
は
か
り
、
あ
わ
せ

て
・
い
の
ふ
れ
あ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
を
積
極
的
に
促
進
す
る
と
し
て

い
ま
す
。学

校
教
育

　
小
・
中
学
校
教
育
で
は
、
地
域
に

根
ざ
し
、
児
童
生
徒
の
個
性
を
活
か

し
た
教
育
を
進
め
る
と
と
も
に
、
学

校
規
模
の
適
正
化
、
危
険
校
舎
の
改

築
な
ど
、
教
育
施
設
の
整
備
充
実
に

つ
と
め
ま
す
。

　
高
等
学
校
、
そ
の
他
の
教
育
で
は
、

中
学
校
卒
業
者
の
ほ
と
ん
ど
が
進
学

を
希
望
す
る
と
予
想
さ
れ
る
の
（
＼

こ
れ
に
対
応
し
て
広
城
的
な
観
点
か

く
り

ら
施
設
の
整
備
拡
充
を
は
か
り
ま
す
。

　
大
学
、
専
門
学
校
に
つ
い
て
は
、

織
物
産
地
の
将
来
を
展
望
し
た
人
材

育
成
の
必
要
性
か
ら
、
工
芸
大
学
、

工
芸
専
門
学
校
の
誘
致
に
努
め
る
と

し
て
い
ま
す
。

社
会
教
育

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
で
施
設
と
し
て
の
機

能
を
も
つ
公
民
館
（
地
区
館
、
分
館
）

の
整
備
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
図

書
館
、
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
の
建

設
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
自
然
公
園

と
の
有
機
的
な
結
合
の
も
と
に
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
：
ス
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど

の
自
然
を
利
用
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ヨ
ン
の
場
を
確
保
し
、
多
様
な
学
習

要
求
に
応
え
る
よ
う
教
育
内
容
の
充

実
に
努
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
体
育

　
市
民
総
ス
ポ
ー
ツ
の
実
現
に
向
け

て
、
種
目
別
団
体
の
強
化
や
各
種
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
設
し
、
あ
わ
せ
て

指
導
者
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
体
育
施
設
で
は
、
武
道
館
、
総
合

体
育
館
の
建
設
を
早
急
に
進
め
、
同

時
に
学
校
施
設
の
開
放
を
す
す
め
ま

す
。
ま
た
、
野
球
場
、
陸
上
競
技
場

を
中
・
い
と
し
た
十
日
町
自
然
運
動
公

園
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、
地
域
単

位
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
も

機
能
し
う
る
運
動
広
場
の
造
成
を
行

う
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
で
が
地
域
政
策
の
基

盤
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
た
っ
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
育
成
に
つ
と

め
、
活
動
の
拠
点
に
な
る
公
民
館
、

体
育
施
設
の
整
備
を
は
か
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

自
ら
行
う
施
設
づ
く
り
に
対
し
て
も

助
成
制
度
な
ど
の
施
策
を
講
ず
る
も

の
と
し
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
達
成
の
た
め
に

　
総
合
計
画
達
成
の
た
め
に
、
市
民

の
一
人
一
人
が
市
政
に
対
し
て
積
極

的
に
意
見
を
の
べ
、
市
づ
く
り
に
参

加
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
す
す
め
ま

す
。
ま
た
、
財
政
の
見
通
し
と
あ
わ

せ
て
計
画
実
現
へ
の
手
順
を
明
ら
か

に
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
事
業
施
行
を

し
て
行
き
ま
す
。
広
域
事
務
処
理
に

つ
い
て
も
検
討
を
加
え
、
合
理
的
な

行
政
運
営
を
は
か
る
た
め
、
共
同
処

理
方
式
を
中
心
と
す
る
広
域
行
政
を

積
極
的
に
進
め
ま
す
。

一
の
い
い
と
こ
ろ
を
活
用
さ
せ
て
し
ま

”“
う
の
で
は
な
く
て
…
…
。

一
　
市
で
も
清
津
ダ
ム
の
建
設
に
も
取

…
り
組
ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
、
も
っ

…
と
身
近
か
に
”
水
ガ
人
〃
を
造
っ
て
、

…
市
の
水
資
源
の
安
定
供
給
を
は
か
り
、

…
憎
層
の
産
業
振
興
、
地
域
発
展
の
た

…
め
に
、
地
域
ダ
ム
の
建
毅
が
強
く
望

…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に

脚
、
　
．
具
体
的
な
施
策
を

…
．
　
　
　
　
　
壌
　
　
　
行

ま
れ
ま
す
。

　
．
水
こ
そ
地
域
の
命
”
で
す
。

　
先
月
、
私
達
の
八
箇
産
業
青
年
部

会
の
研
修
旅
行
で
川
西
ダ
ム
を
視
察

し
ま
し
た
。
町
ク
ラ
ス
で
も
あ
の
よ

う
な
悠
久
な
事
業
に
果
敢
に
取
り
線

み
、
立
派
に
な
し
遂
げ
て
い
る
の
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
産
業
振
興
の
面
か

ら
労
働
者
、
あ
る
い
は
若
者
が
、
閑

静
で
手
軽
に
入
手
で
き
る
住
宅
を
供

給
す
る
た
め
の
住
宅
絹
地
の
確
保
も

具
郁
的
に
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

さ
ら
に
朗
る
い
町
づ
く
り
が
で
き
る

と
思
い
ま
ず
。

　
　
　
　
（
八
箇
産
業
青
年
部
長
）
、

，
達
、
，
，
…
…
，
，
．
…
・
，
…
，
。
，
，
，
，
、
囚
魯
姻
凝
餐
撰
郎
漁
織
綿
．
，
，
，
獲
繕
藪
鶉
必
翼
獄
で
す
．

…
　
旭
ケ
丘
団
地
は
、
市
街
地
周
辺
の

…
新
興
住
宅
地
で
す
。
十
年
ほ
ど
前
よ

…
り
入
居
し
始
め
、
い
ま
で
は
九
十
戸

…
を
超
え
ま
し
た
。
独
立
し
た
町
内
と

…
し
て
は
ま
だ
三
年
目
で
す
。

｝
専
門
的
な

…
体
育
指
導
者
の
配
置
を

　

…
　
　
　
　
関
口
　
陽
子

”　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　0　　　　　　　　　■　　　　　　　　　o　　　　　　　　瞬　　　　　　　　”　　　　　　　．　　　　　　　■　　　　　　　■　　　　　　一　　　　　　．　　　　　．　　　　　一　　　　　一　　　　・　　　　一　　　　・　　　甲　　　，　　．　　一　　，　・　．
・9・

墓
本
構
想
を
読
み
ま
し
た
。

確
か
に
理
想
的
な
形
態
を
っ
く
り

た
い
と
い
う
構
想
は
、
文
章
の
上
で

は
十
分
で
し
ょ
う
。
む
し
ろ
、
こ
の

を
修
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
も
と
に
な

っ
て
、
現
在
の
組
織
に
な
り
ま
し
た
。

市
の
嘱
託
員
を
中
心
と
し
て
、
書
記
、

会
計
な
ど
多
く
の
役
員
が
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
で
役
割
分
担
を
し
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
町
内
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ

の
も
の
を
作
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
会
議
が
必
要
で
す
。
回
数
も
多
く

な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
、
い
ろ
い
ろ

の
行
事
や
仕
事
な
ど
を
通
し
て
お
互

い
に
知
り
合
い
、
だ
ん
だ
ん
ま
と
ま

り
の
あ
る
町
内
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
町
内
の
人
達
が
気
軽
に
自

構
想
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
ど
の

よ
う
な
ぺ
ー
ス
で
実
現
さ
れ
て
い
く
冒

の
か
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

　
文
明
の
発
達
と
と
も
に
体
力
の
低

下
が
現
わ
れ
、
ー
人
間
関
係
に
も
ひ
ず

み
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

解
消
す
る
に
は
、
積
極
的
な
体
育
活

動
へ
の
参
加
に
よ
り
、
爽
快
な
汗
を

流
し
、
心
の
囲
い
を
取
り
去
っ
た
人

間
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
に
な

　
っ
て
き
ま
す
。
も
は
や
ア
メ
リ
カ
で

は
、
健
康
は
金
で
買
う
時
代
に
な
っ

て
い
て
、
日
本
で
も
大
都
市
で
は
同

じ
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
十
日
町
に
お
い
て
は
、

　
団
地
の
中
に
児
童
公
園
が
あ
り
ま

』
す
。
晴
れ
た
日
に
は
子
供
た
ち
が
よ

く
遊
ん
で
い
ま
す
。
若
い
家
庭
が
多

い
の
で
子
供
を
介
し
て
お
互
い
に
知

り
あ
う
場
合
も
多
い
の
で
す
。
雨
の

日
に
は
、
友
達
の
家
を
順
々
に
回
っ

て
い
ま
す
が
、
雨
の
日
で
も
子
供
た

ち
が
気
軽
に
自
由
に
遊
べ
る
場
所
が

必
要
だ
と
思
う
の
で
す
。

　
基
本
構
想
で
は
コ
、
・
、
ユ
ニ
テ
ィ
の

形
成
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
新
し
い
地
域
つ
く
り
の
た
め
に

、
積
極
的
な
施
策
を
期
待
し
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
（
旭
ケ
丘
団
地
嘱
託
員
）

ま
だ
ま
だ
市
の
行
政
に
期
待
す
る
と

　
こ
ろ
が
多
く
、
豪
雪
地
域
と
い
う
こ

　
と
で
の
ハ
ン
デ
ィ
は
確
か
に
大
き
く
、

他
の
地
域
に
比
べ
て
施
設
の
充
実
が

遅
れ
る
の
は
、
や
む
を
え
な
い
二
と

　
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
段
階
で
望

　
む
こ
と
は
、
ズ
ポ
ー
ツ
愛
好
者
の
よ

　
り
ど
こ
ろ
と
な
る
運
動
公
園
の
建
設

　
と
、
指
導
者
の
充
実
と
い
う
こ
と
で

　
す
。

　
　
市
役
所
の
職
員
と
し
て
体
育
指
導

　
者
を
専
門
に
か
か
え
、
積
極
的
な
指

　
導
に
あ
た
っ
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が

　
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
体
育
指
導
委
員
）
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＝今市内でこんな工事が＝

一
、
曹
壁

難
微

　
　
　
　
　
偲

、
．
、
．
’
胤
．

む

．
、
、
甲
㌔

　市では、住みよいまちづくりと市民生活の向上

のため、いろいろな事業を進めています。いま、

降雪を前にして、市内各所で行われている工事の

内、市が重点的に取り組んでいる事業の一部を建

設工事を中心にご紹介しましょう。

　
　
市
道
太
子
堂
池
谷
焼
野
線
改
良
工
事

　
昭
和
五
十
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
こ
の
改
良
工
事
は
、
五
年
目
に
入
り
ま
し

た
．
第
一
次
計
画
は
焼
野
！
池
谷
－
入
山
間
鱒
＼
現
在
池
谷
部
落
内
を
工
事

中
で
す
。
今
ま
で
の
延
長
千
六
百
齎
。
幅
員
六
・
五
癖
。

　　中条中学校体育館増改築工事
　9月末に中条中体育館が完成しました。建築面積は、

1，211㎡で、籠球コート2面、排球コート2面等がとれる

設備です。今後は…般開放もする予定です。プールも7

月中旬から使用を開始しました。

冬
期
孤
立
集
落
機
能
維
持
施
設
整
備
事
業

　
冬
期
間
の
市
民
生
活
の
不
安
解
消
の
た
め
、
美
佐

島
地
区
を
対
象
と
し
て
、
赤
倉
に
管
理
棟
を
建
設
中

で
す
．
一
階
の
車
庫
に
は
圧
雪
機
械
（
湿
地
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
）
を
配
備
し
ま
す
．
完
成
十
月
三
十
｝
日
予
定
。

中央学校給食共同調理場
　市内の小学校7力校の完全給食化をめざ

し、四目町に共同調理場を建設中です。鉄

骨造一部二階建、建築面積は750㎡。廃水処

理施設を取りつけ雑廃水、汚水を浄化しま

す。　工期6月22日～12月20日。

　　　　十日町中学校増改築工事
　54～55年度継続事業です。今年度は普通教室棟（19教室）

が完成する予定になっています。来年度は管理棟、特別教室

棟を建設。

　鉄筋コンクリート造3階建．5，489㎡。
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　　　　十日町市就業改善センター
　北鐙坂に、農村地域工業導入特別対策事業として建設中。

54～55年度継続事業で技術研修室、農業経営研修室、他産業

研修室、就業改善相談室等が配置されます。鉄筋コンクリー

ト造2階建。680㎡。

　
　
　
林
道
薬
師
線

　
四
十
八
年
か
ら
工
事
が
続
け
ら
れ
て
い
る
薬
師
線

は
、
こ
と
し
十
一
月
初
旬
に
開
通
す
る
予
定
で
す
．

権
限
山
の
山
す
そ
に
そ
い
、
幅
員
四
材
、
総
延
長
四

千
百
五
十
㌶
。

　
権
限
山
い
っ
た
い
の
森
林
資
源
の
開
発
に
大
き
く

貢
献
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
．

水
沢
保
育
所
建
設
工
事

　
八
月
下
旬
か
ら
始
め
ら
れ
た
水
沢
保
育
所

新
設
工
事
は
、
着
々
と
進
み
本
体
の
骨
組
み

作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
．
来
年
四
月
開
所
．

　　　　下水道終末処理場
　58年度からσ）処理開始をめざし、8月から、下水道

事業団による処理場の水処理施設の土木工事が始めら

れました。

轟
欝
纒
饗
轡
難
響

　
昭
秘
五
十
三
年
度
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
五
十
三
年
度
は
、
第
三
期
拡
張
事
業
の
第
一
一
一
年
次
に
あ
た
り
、
主
な
事
業

と
し
て
、
第
五
水
源
井
新
設
、
送
配
水
管
の
布
設
、
電
気
計
装
施
設
な
ど
を

行
っ
た
ほ
か
、
第
三
配
水
池
二
号
池
の
用
地
買
収
を
行
い
ま
し
た
。

　
施
設
改
良
事
業
は
、
ポ
ン
プ
及
び
各
施
設
の
修
繕
工
事
を
行
い
、
消
火
栓

は
寿
町
、
高
山
、
南
新
田
町
に
各
一
基
、
本
町
七
丁
目
に
二
基
を
新
設
し
ま

し
た
。
な
お
、
決
算
状
況
及
び
業
務
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
水
道
事
業
に
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昭和5β年度上塀薄

（単位円）●収益的収入及び支出
費　　　　　　　用 収　　　　　　　益

科　　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

営業　費　用 191，574，480 営業収益 233，991，024

営業外費用 73，789，375 営業外収益 2，329，843

特別損　失 84，796 特別利益 0

小　　　計 236，320，867

当年度純損失 29，127，784

合　　　計 265，448，651 合　　　計 265，448，651

鐙島地区簡易水道配水管布設工事
（単位　円）●資本的収入及び支出

●
昭
和
五
十
三
年
度

　
　
給
水
業
務
の
状
況

　
　
（
幾
伍
駐
論
碧
訴
論
）

支　　　　　　　出 収　　　　　　　入 区　　　　　　分 昭和53年度 昭和52年度 増減⑥ 比率悌1

給　水　戸　数　㈲ 8，020 7，885 135 101．7
科　　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

給　水　人　口　の 30，138 30，392 △254 99．2

建設改良費 ．322・044・023 企　業　　債 300，000，000

年間使用水量圃 3，263，689 3，168，664 95，025 103．0

企業債償還金 13，990，592 負　　担　　金 2，269，685

1日最大使用水量㈹ 15，681 15，967 △286 98．2

他会計借入金償還金 10，000，㎜
1日平均使用水量㈹ 8，942 8，681 261 103．0

合　　　計 346，034，615 合　　　計 302，269，685 1戸当年間使用水量㈲ 407 402 5 101．2
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画
は
焼
野
！
池
谷
－
入
山
間
鱒
＼
現
在
池
谷
部
落
内
を
工
事

中
で
す
。
今
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の
延
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千
六
百
齎
。
幅
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六
・
五
癖
。
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冬
期
孤
立
集
落
機
能
維
持
施
設
整
備
事
業

　
冬
期
間
の
市
民
生
活
の
不
安
解
消
の
た
め
、
美
佐

島
地
区
を
対
象
と
し
て
、
赤
倉
に
管
理
棟
を
建
設
中

で
す
．
一
階
の
車
庫
に
は
圧
雪
機
械
（
湿
地
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
）
を
配
備
し
ま
す
．
完
成
十
月
三
十
｝
日
予
定
。

中央学校給食共同調理場
　市内の小学校7力校の完全給食化をめざ
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　　　　十日町市就業改善センター
　北鐙坂に、農村地域工業導入特別対策事業として建設中。

54～55年度継続事業で技術研修室、農業経営研修室、他産業

研修室、就業改善相談室等が配置されます。鉄筋コンクリー

ト造2階建。680㎡。

　
　
　
林
道
薬
師
線

　
四
十
八
年
か
ら
工
事
が
続
け
ら
れ
て
い
る
薬
師
線

は
、
こ
と
し
十
一
月
初
旬
に
開
通
す
る
予
定
で
す
．

権
限
山
の
山
す
そ
に
そ
い
、
幅
員
四
材
、
総
延
長
四

千
百
五
十
㌶
。

　
権
限
山
い
っ
た
い
の
森
林
資
源
の
開
発
に
大
き
く

貢
献
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
．

水
沢
保
育
所
建
設
工
事

　
八
月
下
旬
か
ら
始
め
ら
れ
た
水
沢
保
育
所

新
設
工
事
は
、
着
々
と
進
み
本
体
の
骨
組
み

作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
．
来
年
四
月
開
所
．

　　　　下水道終末処理場
　58年度からσ）処理開始をめざし、8月から、下水道

事業団による処理場の水処理施設の土木工事が始めら

れました。

轟
欝
纒
饗
轡
難
響

　
昭
秘
五
十
三
年
度
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
五
十
三
年
度
は
、
第
三
期
拡
張
事
業
の
第
一
一
一
年
次
に
あ
た
り
、
主
な
事
業

と
し
て
、
第
五
水
源
井
新
設
、
送
配
水
管
の
布
設
、
電
気
計
装
施
設
な
ど
を

行
っ
た
ほ
か
、
第
三
配
水
池
二
号
池
の
用
地
買
収
を
行
い
ま
し
た
。

　
施
設
改
良
事
業
は
、
ポ
ン
プ
及
び
各
施
設
の
修
繕
工
事
を
行
い
、
消
火
栓

は
寿
町
、
高
山
、
南
新
田
町
に
各
一
基
、
本
町
七
丁
目
に
二
基
を
新
設
し
ま

し
た
。
な
お
、
決
算
状
況
及
び
業
務
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
水
道
事
業
に
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昭和5β年度上塀薄

（単位円）●収益的収入及び支出
費　　　　　　　用 収　　　　　　　益

科　　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

営業　費　用 191，574，480 営業収益 233，991，024

営業外費用 73，789，375 営業外収益 2，329，843

特別損　失 84，796 特別利益 0

小　　　計 236，320，867

当年度純損失 29，127，784

合　　　計 265，448，651 合　　　計 265，448，651

鐙島地区簡易水道配水管布設工事
（単位　円）●資本的収入及び支出

●
昭
和
五
十
三
年
度

　
　
給
水
業
務
の
状
況

　
　
（
幾
伍
駐
論
碧
訴
論
）

支　　　　　　　出 収　　　　　　　入 区　　　　　　分 昭和53年度 昭和52年度 増減⑥ 比率悌1

給　水　戸　数　㈲ 8，020 7，885 135 101．7
科　　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

給　水　人　口　の 30，138 30，392 △254 99．2

建設改良費 ．322・044・023 企　業　　債 300，000，000

年間使用水量圃 3，263，689 3，168，664 95，025 103．0

企業債償還金 13，990，592 負　　担　　金 2，269，685

1日最大使用水量㈹ 15，681 15，967 △286 98．2

他会計借入金償還金 10，000，㎜
1日平均使用水量㈹ 8，942 8，681 261 103．0

合　　　計 346，034，615 合　　　計 302，269，685 1戸当年間使用水量㈲ 407 402 5 101．2



（9■■一■とおガ蓄」し
（第3種郵便物認可）昭和54年10月10日

2年生は国語の授業中。奥に体育館の骨組みがみえます。

正面玄関からこんにちは。横には傘立てが並んでいます。

3、4年生の体育はマット運動。準備運動はしっかりしなくちゃ〃

　
　
も
う
す
ぐ
新
校
舎
が
完
成

　
野
中
小
学
校
（
伊
藤
功
校
長
・
児
童
四
十
八
名
）
で
は
、

七
月
か
ら
校
舎
の
改
築
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
完

成
ま
で
体
育
館
を
四
教
室
に
し
き
っ
て
授
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
・
。
臨
時
の
狭
い
教
室
で
す
が
、
子
供
た
ち
は
生
々
と
し

て
と
て
も
明
る
い
の
で
す
　
な
ぜ
な
ら
、
十
一
月
初
旬
か
ら

新
校
舎
で
の
授
業
が
待
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

（第、種郵便物認可）昭和54年1。月1・日■■■一■■■■■■■とおガ夢3■■■■1（8）

児童構成

　1年生……4名

　2年生……13名

　3年生一…・2名

　4年生……9名

　5年生……4名

　6年生……16名

騰舗

でっかいなあ僕等の校舎。はやくできるといいね。

写真にとられるのってちょっとてれるなあ。

野

中

小

学

校

俸
宵
館
で
の
勉
強
も
窃
と
わ
冒
か

ほ
ん
と
に
一
生
け
ん
命
先
生
の
話
を
聞
い
て
い
る
ん
で
す
よ
。

t
N
臥
へ



（9■■一■とおガ蓄」し
（第3種郵便物認可）昭和54年10月10日

2年生は国語の授業中。奥に体育館の骨組みがみえます。

正面玄関からこんにちは。横には傘立てが並んでいます。

3、4年生の体育はマット運動。準備運動はしっかりしなくちゃ〃

　
　
も
う
す
ぐ
新
校
舎
が
完
成

　
野
中
小
学
校
（
伊
藤
功
校
長
・
児
童
四
十
八
名
）
で
は
、

七
月
か
ら
校
舎
の
改
築
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
完

成
ま
で
体
育
館
を
四
教
室
に
し
き
っ
て
授
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
・
。
臨
時
の
狭
い
教
室
で
す
が
、
子
供
た
ち
は
生
々
と
し

て
と
て
も
明
る
い
の
で
す
　
な
ぜ
な
ら
、
十
一
月
初
旬
か
ら

新
校
舎
で
の
授
業
が
待
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

（第、種郵便物認可）昭和54年1。月1・日■■■一■■■■■■■とおガ夢3■■■■1（8）

児童構成

　1年生……4名

　2年生……13名

　3年生一…・2名

　4年生……9名

　5年生……4名

　6年生……16名

騰舗

でっかいなあ僕等の校舎。はやくできるといいね。

写真にとられるのってちょっとてれるなあ。

野

中

小

学

校

俸
宵
館
で
の
勉
強
も
窃
と
わ
冒
か

ほ
ん
と
に
一
生
け
ん
命
先
生
の
話
を
聞
い
て
い
る
ん
で
す
よ
。

t
N
臥
へ



筋
臥
臥

10）とお』げ詐3第3種郵便物認可1昭和54年10月10日第3種郵便物認可）昭和54年10月10日とおガ夢お（11

さ
わ
や
か
な
汗
が
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婦
人
体
育
教
室

（西小会場）

⑨
　
　
　
｝

勘
“
．

・拶「
ワ
ン
、
ッ
ー
」

も
抜
群
で
す
．

　
毎
週
火
曜
日
の
夜
、
学
校
開
放
を

し
て
い
る
市
内
の
八
会
場
に
お
母
さ

ん
の
歓
声
か
響
き
ま
す
、
婦
人
体
育

教
室
に
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い

る
の
で
す
。

　
日
頃
の
職
場
や
家
庭
の
ウ
サ
を
吹

き
と
ば
し
て
健
康
づ
く
り
に
は
け
ん

で
い
ま
す
。
「
火
曜
日
の
夜
が
く
る
の

が
楽
し
み
だ
」
「
素
晴
ら
し
い
仲
間
が

レ
農」

た
」
と
ス
ポ
ー
ツ
賛
歌
の
声
か

’
聞
こ
え
ま
す
。
』
　
、

そ
ら
頼
む
わ
よ
」
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

（中条小会場）

ア
タ
ッ
ク
に
レ
シ
ー
ブ
に
体
が
お
躍
り
ま
す
．

ひ
ヂ
ま
マ
．
薩

へ＞　
　
　
　
　
　
「
サ
ー
ブ
は
こ
う
す
る
と
う
ま
く
ゆ
き
ま
す
よ
」

　
　
　
　
　
　
育
指
導
員
が
熱
心
に
コ
ー
チ
し
て
く
れ
ま
す
。

（中条小会場）

4
よ

体

｝d

樗
嘱
、
臣

盤

　1’
14、

鈷，！

li”

勤
急
，
擁
欝

｝
や
，
‘
♂

＼

、
，

ノ
　
！
γ
ダ
チ

ー
マ
ノグ

、

　
漁

ぎ

ダミ

も
1＼

瀞

ノ

瓢
’
懐
ー
ー
r
・
…
ー
ー
！
遷
．
、
講
憾

．
継
r
了
4
f
イ
ユ
種

き

欝

サ
ー
ブ
練
習
に
も
力
が
入
り
ま
す
．

〆

西

ヘ
コ

轡
乱

「
マ
マ
！
お
水
」
「
今
、
忙
か
し

い
ん
だ
か
ら
早
く
、
早
く
」

＼
　　き、

㌧
凡

費

（南中会場）

（西小会場）

載戴

筆
・ノ！
、㌧ノ

」

　
　
　
　
　
　
　
　
△
％

　
週
火
曜
日
の
夜
七
時
半
か
ら
、
　
　
Z
”
，

離
鞭
離
ノ
角

島
4
、
吉
田
4
の
八
ヵ
所
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
家
庭
に
と

じ
．
一
も
り
が
ち
な
あ
な
た
、
婦
人
体

育
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

撃

／、、

〆

礁
夢

　
　
　
　
　
　
葵
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12とおガ夢3第3種郵便物認可）昭和54年10月10日

眠相談室から
　市報お知らせ版9月25日号でも紹介しましたが、市では、市役

所に市民相談室（正面玄関を入ってすぐ左側）、各出張所、中条公

民館にそれぞれ行政相談員が配置され、常時相談に応じています。

　53年度の相談件数は268件で、相談内容は道路敷砂利、家庭問題、

交通事故、市道補修、年金問題等多種多様にわたっています。

　市に対する苦情、意見、要望等、その他心配ごとで困り、どこ

に相談して良いかわからない時などの相談の窓口として、気軽に

市民相談室をご利用ください。

　各種相談、照会に対し相談員で処理できないものは、担当課、

あるいは国、県の機関へ処理の依頼をしています。

相談内容別件数の推移

こ
ん
な
こ
と
は

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
相
談
内
容
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
れ
ま

で
に
市
民
相
談
室
に
よ
せ
ら
れ
た
事

例
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
A
さ
ん
の
場
合

●
長
男
（
会
社
員
・
日
給
）
が
交
通

事
故
の
被
害
者
で
、
入
院
し
て
ニ
カ

月
に
も
な
る
。
当
面
生
活
費
に
困
る

の
r
、
、
加
害
者
に
休
業
補
償
を
要
求

し
た
い
が
、
要
求
額
を
ど
う
し
た
ら

良
い
か
…
…
．

◎
事
故
前
．
ニ
カ
月
の
総
収
入
を
瓦
レ
ー

日
f
、
割
り
、
そ
れ
に
休
ん
！
、
い
る
日

数
を
掛
け
た
の
、
’
休
業
補
償
を
要
求

す
る
場
合
の
標
準
に
な
り
亥
す

相談内容 51年度件数 52年度件数 53年度件数

道路敷砂利 33 21 37
家　庭　問　題 21 20 27
交　通　事　故 48 33 21
市　道　補　修 10 10 16
年　金　問　題 7 1二・ 16
国県道管理 3 5 16
民　生　福　祉 30 16 15
遺　　産　相　続 39 38 1　4

市　道　除　雪 29 27 8
市道災害復旧 14 17 1
そ　　　グ）　　他 312 185 97

計 546 378 268

あ
り
ま
せ
ん
か

　
　
B
さ
ん
の
場
合

●
B
さ
ん
の
近
所
て
甲
さ
ん
か
浄
化

槽
の
工
事
中
で
あ
る
．
将
来
甲
さ
ん

の
排
水
で
B
さ
ん
の
前
を
流
れ
る
小

川
が
汚
れ
、
悪
臭
が
心
配
さ
れ
る
が

ど
う
し
た
ら
良
い
か
…

◎
担
当
課
に
浄
化
槽
設
置
の
届
け
出

の
有
無
を
確
認
す
る
．
無
届
け
で
あ

る
こ
と
が
判
る
。
担
当
課
で
は
、
そ

の
日
の
う
ち
に
現
地
調
査
を
行
い
、

甲
さ
ん
に
届
け
出
を
す
る
よ
う
に
指

導
す
る
．
甲
さ
ん
に
対
す
る
指
導
は
、

①
浄
化
槽
の
設
置
に
は
届
け
出
が
必

要
な
こ
と
　
②
届
け
出
の
際
は
、
卜

流
』
、
戸
以
上
の
住
民
の
同
意
書
を
添

付
す
る
こ
と
　
③
設
置
後
は
定
期
検

査
を
受
け
る
こ
と
．
B
さ
ん
に
も
そ

の
旨
回
答
す
る
。

　
　
C
さ
ん
の
場
合

●
自
宅
玄
関
先
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
、

冬
の
ブ
ル
除
雪
て
壊
さ
れ
、
い
つ
主

で
た
、
て
も
修
理
し
て
も
ら
え
な
い

が
：
：
：

◎
県
道
の
た
め
土
木
事
務
所
に
照
会

す
る
　
土
木
事
務
所
か
ら
早
急
に
修

理
す
る
と
い
う
回
答
か
あ
り
C
さ
ん

に
も
そ
の
よ
う
に
回
答
す
る
．
．
、
日

後
に
C
さ
ん
よ
り
修
理
さ
れ
た
と
の

連
絡
が
あ
，
た
。

　
　
D
さ
ん
の
場
合

●
D
さ
ん
の
隣
に
乙
さ
ん
の
土
地
が

あ
り
、
乙
さ
ん
の
立
木
の
枝
が
境
界

を
越
え
て
D
さ
ん
の
屋
根
に
覆
い
か

ぶ
さ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
D
さ
ん

の
家
で
は
、
屋
根
が
い
た
む
、
部
屋

に
陽
が
あ
た
ら
な
い
、
ア
メ
シ
ロ
が

洗
濯
物
や
部
屋
の
中
に
入
っ
て
困
っ

て
い
る
。
乙
さ
ん
の
立
木
の
枝
を
切

っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

力
甲
『
。
9
．
』

◎
乙
さ
ん
の
立
木
の
枝
切
り
は
、
乙

さ
ん
と
の
話
し
合
い
を
原
則
と
す
る

か
、
法
律
的
（
K
法
）
に
は
、
D
さ

ん
の
要
求
に
よ
り
乙
さ
ん
は
自
分
の

費
用
で
枝
を
切
り
取
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
イ
、
い
る
、
ま
ず

乙
さ
ん
と
話
し
合
い
を
し
て
く
だ
さ

い
　
話
し
合
い
か
て
き
な
い
場
合
は

調
停
制
度
も
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
．

　行政相談週間が10月14日（日）～20日（ガまで実

施されます。当市では、－）ぎび）日程で行政週

間♂）行事を行いますので、行政に対する不満

や意見要望をお待ちのかたは気軽にご利用く

たさい．相談は無料、秘密は守られます．

●合同相談
目　時　10月17日困　午前10時～午後4時

会　場　市役所大会議室（4階）

相談員　行政相談員・市行政相談員・市役所

　　　各課担当者

●定例相談
日　時　10月18日（木）午前9時～午後4時

会　場　市役所市民相談室

相談員　行政相談員・市行政相談員

　
四
月
か
ら
九
月
ま
で
に
相
談
の
あ

っ
た
中
で
特
に
感
じ
た
こ
と
は
、
相

談
の
間
口
が
広
く
、
内
容
が
複
雑
多

岐
に
わ
た
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
市
役
所
の
市
民
相
談

室
に
は
、
主
に
交
通
事
故
、
相
続
、

家
庭
問
題
等
の
市
民
生
活
に
関
連
し

た
深
刻
な
相
談
が
多
く
、
そ
の
ほ
か

市
に
対
す
る
苦
情
、
意
見
等
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
出
張
所
に
は
、
市
役

所
事
務
の
照
会
、
市
に
対
す
る
要
望

等
の
行
政
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
相
談
処
理
に
あ
た
り
、

相
談
員
だ
け
で
処
理
で
き
な
い
内
容

の
も
の
は
、
市
の
担
当
課
も
相
談
に

加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
国
県

に
関
連
し
た
行
政
相
談
で
は
、
国
県

の
出
先
機
関
に
処
理
を
依
頼
し
、
後

日
相
談
申
出
人
に
回
答
し
て
い
ま
す
．

　
ま
た
生
活
相
談
で
は
、
ケ
ー
ス
．
こ

と
に
処
理
方
法
、
手
順
の
ほ
か
、
他

の
相
談
機
関
等
の
紹
介
も
行
い
、
処

理
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
多
く
の
か
た
が
た
が

市
民
相
談
室
、
各
出
張
所
の
行
政
相

談
員
を
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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三
魚
沼
四
支
部
住
み
郷
推
進
礁
儀
餐
盤
薩
簾

●
日
時
　
十
月
二
十
四
日
㈱
午
後
｝
時
～

●
場
所
　
十
β
町
市
民
会
館
ホ
ー
ル

●
研
修
内
容
　
ω
特
別
推
進
地
区
の
事
例
発
表
　
働
講
演
小
林
光
四
郎
（
県

　
医
務
課
長
）
一
般
の
か
た
が
た
の
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　10月1日から年末まで、赤い羽根共同募金が

実施されていますが、運動初目び）10月i目午後

本町通りで街頭募金が行才）れました。道行く人

達は足を止め、快よく募金箱に寄付を入れてい

ました。

（13）

　　　　　　　　　いしずえ国土調査は市づくりの礎

　
市
で
は
、
よ
り
良
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
様
々

な
計
画
を
た
て
て
い
ま
す

が
、
多
、
の
た
め
に
は
基
盤

と
な
る
土
地
の
実
態
を
正

確
に
把
握
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
、

　
．
あ
た
め
、
市
で
は
地

籍
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
、

．
あ
調
査
は
、
土
地
の
国

勢
調
査
と
も
い
う
も
の
で
、

国
土
調
査
の
一
つ
と
し
て

行
わ
れ
る
大
切
な
調
査
で

す
。
今
ま
で
皆
さ
ん
の
上
．

地
の
も
と
に
な
っ
て
い
た

”
土
地
台
帳
”
や
”
字
限

騰顯講辮鞠

品罐1合甲騰難騨憎酵痴1竸善霧謄蟹

関係省庁に提出するこレとはした一」一　1
　　　　　一　，『　　　。　　　　　　～
零総燦論、望）諜鞭ほ喫騨欝讐1『

＝羅難膿蝋鵡翻1
　　　　満了に伴い、林正氏を再任　　．欝
■固定資産評価審査委員会委員の選任

　　　　9月30β丸山銀一氏任期満了

　　　　に伴いぺ島勉氏を選任
■54年度一般会計補正予算　　　　　　　　樋熊収入役

　1億2，833万6千円追加し、歳入歳出予算の総額はそれ

それ82億1，541万3千円となりました。歳出グ） 註なものは
就業改善センター建設費、武道館設計委託料等です
・＋日肺総合計画基本構想の改訂総合・＋画基輪溺」

難懸低、，写弄11ユニテ，セ／

1欝灘雛灘廷：ll8　　　1，
膿男議員（苗場山ろξ議業1．つ、、て、雇用対μ

南雲金蕊ll欝鵜ll・も

麟勇嚢1し麟翻鰭購1暴チ）　ll

佐藤勝巳議曼（交通問題に一）いて、精神障害翻七会鋒

　　　　　俣帰に！）いて）　　　　　　拍

図
”
は
明
治
の
初
め
に
地
租
を
と
る

た
め
に
で
き
た
も
の
で
、
測
量
技
術

の
幼
稚
さ
と
長
い
年
月
を
経
た
た
め
、

今
で
は
ま
っ
た
く
あ
て
に
な
ら
な
く

な
り
、
大
切
な
土
地
の
境
界
争
い
の

原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
籍
調
査
は
、
正
し
い
測
量
に
よ

っ
て
新
し
い
地
図
と
帳
簿
を
作
り
、

皆
さ
ん
の
土
地
の
正
し
い
位
置
、
形
、

地
番
、
地
目
、
面
積
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
の
調
査
な
の
イ
。
・
す
、

　
地
籍
調
査
は
基
準
点
測
量
か
ら

　
測
量
技
師
が
櫓
を
立
て
た
り
、
道

端
に
看
を
埋
め
た
り
、
木
杭
を
打
っ

た
り
し
て
測
量
し
て
い
る
所
を
見
ら

れ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

は
、
基
準
点
測
量
と
い
り
て
、
そ
の

地
点
が
地
球
上
の
ど
こ
に
位
置
す
る

か
・
筈
測
り
、
地
図
を
作
る
骨
組
み
と

な
る
も
の
’
、
又
す
。

　
・
〆
、
の
時
埋
め
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭

や
木
杭
は
今
後
の
測
量
の
も
と
に
な

り
ま
す
か
ら
、
抜
い
た
り
、
場
所
を

動
か
し
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ど
う
し
て
も
支
障
に
な
る
場
合
は
、

届
出
し
て
指
、
下
を
受
け
て
く
だ
さ
い
．

欝
妻
宅
児
這
そ
2
脚

　
　
お
米
は
国
内
で

　
　
　
　
　
　
百
欝
自
給

　
食
生
活
の
洋
風
化
に
伴
っ
て
、
小

麦
、
大
豆
、
飼
料
穀
物
等
の
需
要
が

非
常
に
増
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

作
物
の
国
内
生
産
は
、
逆
に
た
い
へ

ん
減
っ
た
の
で
、
そ
の
不
足
を
補
う

た
め
、
今
で
は
世
界
一
の
穀
物
輸
入

国
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
お
米

は
百
智
自
給
で
き
ま
す
。
生
産
技
術

が
発
達
し
て
、
今
で
は
多
少
の
天
候

不
良
等
が
あ
っ
て
も
、
生
産
に
心
配

は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
米
を
中
心
と
し

た
食
生
活
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
最

も
不
安
の
少
な
い
食
糧
対
策
で
す
。

　
　
配
給
制
度
と
自
主
流
通
米

　
お
米
は
現
在
食
糧
管
理
法
に
よ
り
、

政
府
の
手
で
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
配
給
米
に
は
、
政
府
が
生
産
者
か

ら
買
い
入
れ
て
米
穀
卸
売
業
者
に
売

り
渡
す
政
府
管
理
米
と
、
生
産
者
団

体
と
米
穀
節
売
業
者
と
が
政
府
の
承

認
を
得
て
、
直
接
取
引
き
す
る
自
主

流
通
米
と
が
あ
り
ま
す
。
自
主
流
通

新
潟
食
糧
事
務
所

十
日
町
支
所

米
は
「
お
い
し
い
お
米
」
を
求
め
る

消
費
者
の
声
に
応
え
て
作
ら
れ
た
も

の
で
す
。
政
府
管
理
米
も
自
主
流
通

米
も
、
取
引
き
の
公
正
円
滑
を
図
る

と
と
も
に
、
そ
の
品
質
の
改
善
、
酊

上
に
資
す
る
た
め
に
、
食
糧
事
務
所

検
査
官
に
よ
る
検
査
が
あ
り
ま
す
。

　
　
配
給
米
（
内
地
米
）
の

　
　
種
類
と
原
料
米

　
お
米
の
品
種
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
中
か
ら
「
う
ま
い
米
」

に
つ
い
て
、
農
林
水
産
業
は
毎
年
産

地
品
種
銘
柄
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

五
十
四
年
度
米
に
つ
い
て
は
、
本
県

関
係
分
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
越
路
早

生
、
越
み
の
り
、
ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
、

ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
の
五
品
種
が
指
定
さ

れ
ま
し
た
が
、
銘
柄
米
と
い
わ
れ
る

も
の
で
す
。
ち
な
み
に
、
十
日
町
市

の
五
十
四
年
産
の
品
種
別
作
付
面
積

（
う
る
ち
米
）
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
四

十
九
暫
、
越
路
早
生
九
智
、
ト
ド
・

キ
ワ
セ
ニ
十
六
似
向
、

ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
五
習

で
、
そ
の
他
品
種
は

十
一
欝
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
銘
柄

米
の
多
く
は
、
自
主

流
通
米
に
な
り
ま
す

が
、
一
部
は
政
府
に

売
渡
さ
れ
ま
す
、
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眠相談室から
　市報お知らせ版9月25日号でも紹介しましたが、市では、市役

所に市民相談室（正面玄関を入ってすぐ左側）、各出張所、中条公

民館にそれぞれ行政相談員が配置され、常時相談に応じています。

　53年度の相談件数は268件で、相談内容は道路敷砂利、家庭問題、

交通事故、市道補修、年金問題等多種多様にわたっています。

　市に対する苦情、意見、要望等、その他心配ごとで困り、どこ

に相談して良いかわからない時などの相談の窓口として、気軽に

市民相談室をご利用ください。

　各種相談、照会に対し相談員で処理できないものは、担当課、

あるいは国、県の機関へ処理の依頼をしています。

相談内容別件数の推移

こ
ん
な
こ
と
は

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
相
談
内
容
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
れ
ま

で
に
市
民
相
談
室
に
よ
せ
ら
れ
た
事

例
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
A
さ
ん
の
場
合

●
長
男
（
会
社
員
・
日
給
）
が
交
通

事
故
の
被
害
者
で
、
入
院
し
て
ニ
カ

月
に
も
な
る
。
当
面
生
活
費
に
困
る

の
r
、
、
加
害
者
に
休
業
補
償
を
要
求

し
た
い
が
、
要
求
額
を
ど
う
し
た
ら

良
い
か
…
…
．

◎
事
故
前
．
ニ
カ
月
の
総
収
入
を
瓦
レ
ー

日
f
、
割
り
、
そ
れ
に
休
ん
！
、
い
る
日

数
を
掛
け
た
の
、
’
休
業
補
償
を
要
求

す
る
場
合
の
標
準
に
な
り
亥
す

相談内容 51年度件数 52年度件数 53年度件数

道路敷砂利 33 21 37
家　庭　問　題 21 20 27
交　通　事　故 48 33 21
市　道　補　修 10 10 16
年　金　問　題 7 1二・ 16
国県道管理 3 5 16
民　生　福　祉 30 16 15
遺　　産　相　続 39 38 1　4

市　道　除　雪 29 27 8
市道災害復旧 14 17 1
そ　　　グ）　　他 312 185 97

計 546 378 268

あ
り
ま
せ
ん
か

　
　
B
さ
ん
の
場
合

●
B
さ
ん
の
近
所
て
甲
さ
ん
か
浄
化

槽
の
工
事
中
で
あ
る
．
将
来
甲
さ
ん

の
排
水
で
B
さ
ん
の
前
を
流
れ
る
小

川
が
汚
れ
、
悪
臭
が
心
配
さ
れ
る
が

ど
う
し
た
ら
良
い
か
…

◎
担
当
課
に
浄
化
槽
設
置
の
届
け
出

の
有
無
を
確
認
す
る
．
無
届
け
で
あ

る
こ
と
が
判
る
。
担
当
課
で
は
、
そ

の
日
の
う
ち
に
現
地
調
査
を
行
い
、

甲
さ
ん
に
届
け
出
を
す
る
よ
う
に
指

導
す
る
．
甲
さ
ん
に
対
す
る
指
導
は
、

①
浄
化
槽
の
設
置
に
は
届
け
出
が
必

要
な
こ
と
　
②
届
け
出
の
際
は
、
卜

流
』
、
戸
以
上
の
住
民
の
同
意
書
を
添

付
す
る
こ
と
　
③
設
置
後
は
定
期
検

査
を
受
け
る
こ
と
．
B
さ
ん
に
も
そ

の
旨
回
答
す
る
。

　
　
C
さ
ん
の
場
合

●
自
宅
玄
関
先
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
、

冬
の
ブ
ル
除
雪
て
壊
さ
れ
、
い
つ
主

で
た
、
て
も
修
理
し
て
も
ら
え
な
い

が
：
：
：

◎
県
道
の
た
め
土
木
事
務
所
に
照
会

す
る
　
土
木
事
務
所
か
ら
早
急
に
修

理
す
る
と
い
う
回
答
か
あ
り
C
さ
ん

に
も
そ
の
よ
う
に
回
答
す
る
．
．
、
日

後
に
C
さ
ん
よ
り
修
理
さ
れ
た
と
の

連
絡
が
あ
，
た
。

　
　
D
さ
ん
の
場
合

●
D
さ
ん
の
隣
に
乙
さ
ん
の
土
地
が

あ
り
、
乙
さ
ん
の
立
木
の
枝
が
境
界

を
越
え
て
D
さ
ん
の
屋
根
に
覆
い
か

ぶ
さ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
D
さ
ん

の
家
で
は
、
屋
根
が
い
た
む
、
部
屋

に
陽
が
あ
た
ら
な
い
、
ア
メ
シ
ロ
が

洗
濯
物
や
部
屋
の
中
に
入
っ
て
困
っ

て
い
る
。
乙
さ
ん
の
立
木
の
枝
を
切

っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

力
甲
『
。
9
．
』

◎
乙
さ
ん
の
立
木
の
枝
切
り
は
、
乙

さ
ん
と
の
話
し
合
い
を
原
則
と
す
る

か
、
法
律
的
（
K
法
）
に
は
、
D
さ

ん
の
要
求
に
よ
り
乙
さ
ん
は
自
分
の

費
用
で
枝
を
切
り
取
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
イ
、
い
る
、
ま
ず

乙
さ
ん
と
話
し
合
い
を
し
て
く
だ
さ

い
　
話
し
合
い
か
て
き
な
い
場
合
は

調
停
制
度
も
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
．

　行政相談週間が10月14日（日）～20日（ガまで実

施されます。当市では、－）ぎび）日程で行政週

間♂）行事を行いますので、行政に対する不満

や意見要望をお待ちのかたは気軽にご利用く

たさい．相談は無料、秘密は守られます．

●合同相談
目　時　10月17日困　午前10時～午後4時

会　場　市役所大会議室（4階）

相談員　行政相談員・市行政相談員・市役所

　　　各課担当者

●定例相談
日　時　10月18日（木）午前9時～午後4時

会　場　市役所市民相談室

相談員　行政相談員・市行政相談員

　
四
月
か
ら
九
月
ま
で
に
相
談
の
あ

っ
た
中
で
特
に
感
じ
た
こ
と
は
、
相

談
の
間
口
が
広
く
、
内
容
が
複
雑
多

岐
に
わ
た
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
市
役
所
の
市
民
相
談

室
に
は
、
主
に
交
通
事
故
、
相
続
、

家
庭
問
題
等
の
市
民
生
活
に
関
連
し

た
深
刻
な
相
談
が
多
く
、
そ
の
ほ
か

市
に
対
す
る
苦
情
、
意
見
等
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
出
張
所
に
は
、
市
役

所
事
務
の
照
会
、
市
に
対
す
る
要
望

等
の
行
政
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
相
談
処
理
に
あ
た
り
、

相
談
員
だ
け
で
処
理
で
き
な
い
内
容

の
も
の
は
、
市
の
担
当
課
も
相
談
に

加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
国
県

に
関
連
し
た
行
政
相
談
で
は
、
国
県

の
出
先
機
関
に
処
理
を
依
頼
し
、
後

日
相
談
申
出
人
に
回
答
し
て
い
ま
す
．

　
ま
た
生
活
相
談
で
は
、
ケ
ー
ス
．
こ

と
に
処
理
方
法
、
手
順
の
ほ
か
、
他

の
相
談
機
関
等
の
紹
介
も
行
い
、
処

理
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
多
く
の
か
た
が
た
が

市
民
相
談
室
、
各
出
張
所
の
行
政
相

談
員
を
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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三
魚
沼
四
支
部
住
み
郷
推
進
礁
儀
餐
盤
薩
簾

●
日
時
　
十
月
二
十
四
日
㈱
午
後
｝
時
～

●
場
所
　
十
β
町
市
民
会
館
ホ
ー
ル

●
研
修
内
容
　
ω
特
別
推
進
地
区
の
事
例
発
表
　
働
講
演
小
林
光
四
郎
（
県

　
医
務
課
長
）
一
般
の
か
た
が
た
の
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　10月1日から年末まで、赤い羽根共同募金が

実施されていますが、運動初目び）10月i目午後

本町通りで街頭募金が行才）れました。道行く人

達は足を止め、快よく募金箱に寄付を入れてい

ました。

（13）

　　　　　　　　　いしずえ国土調査は市づくりの礎

　
市
で
は
、
よ
り
良
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
様
々

な
計
画
を
た
て
て
い
ま
す

が
、
多
、
の
た
め
に
は
基
盤

と
な
る
土
地
の
実
態
を
正

確
に
把
握
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
、

　
．
あ
た
め
、
市
で
は
地

籍
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
、

．
あ
調
査
は
、
土
地
の
国

勢
調
査
と
も
い
う
も
の
で
、

国
土
調
査
の
一
つ
と
し
て

行
わ
れ
る
大
切
な
調
査
で

す
。
今
ま
で
皆
さ
ん
の
上
．

地
の
も
と
に
な
っ
て
い
た

”
土
地
台
帳
”
や
”
字
限

騰顯講辮鞠

品罐1合甲騰難騨憎酵痴1竸善霧謄蟹

関係省庁に提出するこレとはした一」一　1
　　　　　一　，『　　　。　　　　　　～
零総燦論、望）諜鞭ほ喫騨欝讐1『

＝羅難膿蝋鵡翻1
　　　　満了に伴い、林正氏を再任　　．欝
■固定資産評価審査委員会委員の選任

　　　　9月30β丸山銀一氏任期満了
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図
”
は
明
治
の
初
め
に
地
租
を
と
る

た
め
に
で
き
た
も
の
で
、
測
量
技
術

の
幼
稚
さ
と
長
い
年
月
を
経
た
た
め
、

今
で
は
ま
っ
た
く
あ
て
に
な
ら
な
く

な
り
、
大
切
な
土
地
の
境
界
争
い
の

原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
籍
調
査
は
、
正
し
い
測
量
に
よ

っ
て
新
し
い
地
図
と
帳
簿
を
作
り
、

皆
さ
ん
の
土
地
の
正
し
い
位
置
、
形
、

地
番
、
地
目
、
面
積
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
の
調
査
な
の
イ
。
・
す
、

　
地
籍
調
査
は
基
準
点
測
量
か
ら

　
測
量
技
師
が
櫓
を
立
て
た
り
、
道

端
に
看
を
埋
め
た
り
、
木
杭
を
打
っ

た
り
し
て
測
量
し
て
い
る
所
を
見
ら

れ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

は
、
基
準
点
測
量
と
い
り
て
、
そ
の

地
点
が
地
球
上
の
ど
こ
に
位
置
す
る

か
・
筈
測
り
、
地
図
を
作
る
骨
組
み
と

な
る
も
の
’
、
又
す
。

　
・
〆
、
の
時
埋
め
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭

や
木
杭
は
今
後
の
測
量
の
も
と
に
な

り
ま
す
か
ら
、
抜
い
た
り
、
場
所
を

動
か
し
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ど
う
し
て
も
支
障
に
な
る
場
合
は
、

届
出
し
て
指
、
下
を
受
け
て
く
だ
さ
い
．

欝
妻
宅
児
這
そ
2
脚

　
　
お
米
は
国
内
で

　
　
　
　
　
　
百
欝
自
給

　
食
生
活
の
洋
風
化
に
伴
っ
て
、
小

麦
、
大
豆
、
飼
料
穀
物
等
の
需
要
が

非
常
に
増
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

作
物
の
国
内
生
産
は
、
逆
に
た
い
へ

ん
減
っ
た
の
で
、
そ
の
不
足
を
補
う

た
め
、
今
で
は
世
界
一
の
穀
物
輸
入

国
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
お
米

は
百
智
自
給
で
き
ま
す
。
生
産
技
術

が
発
達
し
て
、
今
で
は
多
少
の
天
候

不
良
等
が
あ
っ
て
も
、
生
産
に
心
配

は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
米
を
中
心
と
し

た
食
生
活
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
最

も
不
安
の
少
な
い
食
糧
対
策
で
す
。

　
　
配
給
制
度
と
自
主
流
通
米

　
お
米
は
現
在
食
糧
管
理
法
に
よ
り
、

政
府
の
手
で
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
配
給
米
に
は
、
政
府
が
生
産
者
か

ら
買
い
入
れ
て
米
穀
卸
売
業
者
に
売

り
渡
す
政
府
管
理
米
と
、
生
産
者
団

体
と
米
穀
節
売
業
者
と
が
政
府
の
承

認
を
得
て
、
直
接
取
引
き
す
る
自
主

流
通
米
と
が
あ
り
ま
す
。
自
主
流
通

新
潟
食
糧
事
務
所

十
日
町
支
所

米
は
「
お
い
し
い
お
米
」
を
求
め
る

消
費
者
の
声
に
応
え
て
作
ら
れ
た
も

の
で
す
。
政
府
管
理
米
も
自
主
流
通

米
も
、
取
引
き
の
公
正
円
滑
を
図
る

と
と
も
に
、
そ
の
品
質
の
改
善
、
酊

上
に
資
す
る
た
め
に
、
食
糧
事
務
所

検
査
官
に
よ
る
検
査
が
あ
り
ま
す
。

　
　
配
給
米
（
内
地
米
）
の

　
　
種
類
と
原
料
米

　
お
米
の
品
種
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
中
か
ら
「
う
ま
い
米
」

に
つ
い
て
、
農
林
水
産
業
は
毎
年
産

地
品
種
銘
柄
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

五
十
四
年
度
米
に
つ
い
て
は
、
本
県

関
係
分
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
越
路
早

生
、
越
み
の
り
、
ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
、

ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
の
五
品
種
が
指
定
さ

れ
ま
し
た
が
、
銘
柄
米
と
い
わ
れ
る

も
の
で
す
。
ち
な
み
に
、
十
日
町
市

の
五
十
四
年
産
の
品
種
別
作
付
面
積

（
う
る
ち
米
）
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
四

十
九
暫
、
越
路
早
生
九
智
、
ト
ド
・

キ
ワ
セ
ニ
十
六
似
向
、

ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
五
習

で
、
そ
の
他
品
種
は

十
一
欝
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
銘
柄

米
の
多
く
は
、
自
主

流
通
米
に
な
り
ま
す

が
、
一
部
は
政
府
に

売
渡
さ
れ
ま
す
、



略
へ
へ
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菊

籾
期
特
別
展

群
肇

　
日
本
刀
は
、
日
本
民
族
が
完
成
し

た
最
も
優
れ
た
鉄
の
文
化
財
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
武
器
と
し
て
生
ま
れ
、
戦
闘
法
の

変
遷
や
時
代
の
推
移
に
と
も
な
っ
て

発
展
し
て
き
た
刀
剣
は
、
ま
た
美
術

品
と
し
て
も
広
・
＼
愛
好
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
博
物
館
で
は
、
十
日
町
美
術
刀
剣

愛
好
会
の
協
賛
を
え
て
、
近
在
の
愛

刀
家
の
蔵
刀
を
集
め
て
展
示
し
、
目

本
刀
の
変
遷
を
追
い
そ
の
美
を
紹
介

し
ょ
う
と
、
こ
の
特
別
展
を
企
画
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
で
大
菊
づ
く
り
に
と

り
組
ん
で
い
る
秋
香
会
の
皆
さ
ん
の

鱒

㈱
展

協
力
て
、
秋
を
い
ろ
ど
る
菊
の
鉢
づ

く
り
も
多
数
展
示
さ
れ
会
場
に
花
を

・
ノ
、
え
主
す
　
こ
の
刀
と
菊
一
の
羊
べ
夕
τ
い

ゆ
く
ま
で
観
賞
し
て
く
だ
さ
い
、

会　場：1・日町市博物館

　　　　セ階特別展示室

内容：古刀から新ヤ刀圭で約30点そ力

　　　　他、槍・刀装具、馬具など大菊の

　　　　鉢植多数

入場料：無料

　　お問い合せは雪7－5531番

日本刀ができるまで（焼入れ）

、妻ひ1蒔魯“瓢こ¢ぴ
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十日町橋竣工
大正13年10月5日

　
十
日
町
橋
が
架
け
ら
れ
た
の
は
、

大
正
十
、
二
年
十
月
五
日
の
竣
工
で
あ

り
、
い
ま
か
ら
五
十
五
年
前
の
こ
と

に
な
る
。

四
十
歳
か
ら
の
心
の

　
　
　
健
康
を
考
え
よ
う

　
近
年
、
人
間
関
係
は
ま
す
ま
す
複

雑
多
様
化
し
、
精
神
衛
生
上
の
諸
問

題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
ま
す
。
新
潟
県
精
神
衛
生
協
会

魚
沼
支
部
で
は
、
第
三
回
心
の
健
康

を
考
え
る
住
民
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

期
日
　
十
月
三
十
日
図
　
午
前
卜
時

～
午
後
三
時

会
場
　
十
日
町
市
役
所
　
大
会
議
室

日
程
　
午
前
－
記
念
講
演
　
小
出

病
院
精
神
神
経
科
医
長
　
本
田
建
一

先
生
　
　
午
後
ー
公
開
討
論
「
四

十
歳
か
ら
の
心
の
健
康
を
考
え
る
」

　
詳
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
保
健
所

（
8
七
ー
二
四
〇
〇
番
）
へ
。

工事中の十日町橋

　
む
か
し
は
、
戦
略
上
の
理
由
か
ら

川
に
橋
を
架
け
る
の
を
極
端
に
禁
止

し
た
の
で
、
い
ず
れ
も
徒
渡
り
（
か

ち
わ
た
り
）
と
い
っ
て
、
適
当
に
投

げ
こ
ん
で
お
い
た
大
石
の
上
を
、
上

手
に
わ
た
っ
て
い
く
よ
り
他
に
方
法

が
な
か
っ
た
。

　
信
濃
川
の
よ
う
に
大
河
と
も
な
れ

ば
、
渡
し
船
で
川
を
越
す
の
が
唯
一

の
連
絡
方
法
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
一

度
水
か
さ
が
増
し
た
ら
、
船
止
め
に

な
っ
て
し
ま
う
。
船
が
転
覆
し
て
大

勢
が
死
ん
だ
例
だ
っ
て
み
な
く
な
か

っ
た
。

　
明
治
中
頃
か
ら
、
よ
う
や
く
道
路

整
備
が
は
じ
ま
り
、
岩
沢
と
時
之
島

を
結
ぶ
船
橋
が
明
治
四
十
一
年
に
正

式
架
橋
さ
れ
て
、
魚
沼
橋
と
名
付
け

ら
れ
、
ま
た
、
長
野
県
境
の
宮
野
原

橋
の
完
成
は
、
こ
れ
よ
り
先
き
の
明

治
三
十
年
で
あ
っ
た
。

　
中
魚
沼
郡
の
最
南
、
最
北
端
に
あ

る
だ
け
で
は
、
肝
心
の
郡
内
交
流
は

で
き
な
い
。
何
と
か
し
て
、
中
央
部

に
橋
が
欲
し
い
と
い
う
声
が
、
全
郡

民
の
悲
願
と
し
て
日
、
こ
と
に
高
ま
っ

て
来
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
初
代
中
魚
沼
郡
長
を
つ
と
め
た
、

岡
田
竜
松
氏
（
中
条
）
は
、
す
で
に

七
十
歳
を
こ
え
る
高
齢
で
あ
っ
た
け

れ
ど
も
、
早
く
か
ら
十
日
町
橋
建
設

の
構
想
を
も
ち
、
内
外
の
情
勢
を
眺

め
な
が
ら
、
機
運
の
熟
す
る
の
を
待

っ
て
い
た
。

　
願
望
の
高
ま
り
を
見
て
、
遂
に
時

至
れ
り
と
判
断
し
、
休
む
こ
と
な
く

実
現
の
た
め
精
力
的
な
運
動
を
続
け

て
い
っ
た
。

　
川
東
、
川
西
地
区
の
協
力
体
制
を

つ
く
る
た
め
、
吉
田
山
谷
の
素
封
家

酒
井
留
五
郎
氏
を
訪
れ
た
様
子
は
、

む
か
し
な
が
ら
の
庄
屋
の
格
式
を
そ

の
ま
ま
に
「
挾
箱
や
長
持
は
じ
め
お

供
の
人
た
ち
を
全
部
渡
し
終
わ
る
に
、

お
よ
そ
一
刻
（
い
ま
の
二
時
間
）
近

く
も
か
か
っ
た
も
ん
だ
」
と
、
そ
の

豪
勢
さ
は
、
い
ま
も
孫
左
衛
門
渡
し

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
建
設
運
動
が
、
よ
う
や
く
軌
道
に

乗
っ
た
大
正
二
年
に
は
、
惜
し
く
も

竜
松
は
亡
く
な
っ
た
が
、
そ
の
遺
志

は
そ
の
ま
ま
郡
民
全
体
の
も
の
と
し

て
引
き
継
が
れ
、
待
望
の
完
成
を
得

た
。　

長
さ
六
百
十
二
折
、
総
工
費
三
十

四
万
円
、
別
に
取
付
道
路
が
二
十
万
円
。

地
盤
不
良
と
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
な
が

ら
、
三
年
九
ヵ
月
の
工
期
で
あ
っ
た
。

　
中
魚
沼
郡
の
、
あ
た
ら
し
い
時
代

が
切
り
ひ
ら
か
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
村
政
基
）i
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文
化
の
秋
を
い
ろ
ど
る
第
五

回
市
民
芸
能
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
秋
の
一
夜
を
、
ご
家
族
、
職

場
の
仲
間
と
お
さ
そ
い
あ
わ
せ

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

　
入
場
料
　
無
料
で
す

盛
大
に

　
関
東
甲
信
越

　
放
送
教
育
大
会

期　　日 時　　間 発　　　　　表 発　　表　　団　　体

10月23日
　（火）

夜
7
時 ～9時

　　　　うノコf
唄と踊りの宴

●多賀仙会（タカノリカイ）
●寿　雪　の　会
●十日町民謡研究会
●美　野　里　会

10月26日

　（金）

夜
7
時 ～9時半

郷土芸能と

　　民踊のタベ

●好津美会（イヅミカイ）
●中条多賀仙会
●飛渡民踊愛好会
●新保広大寺保存会
●大井田扇踊会

11月1日

　（木）

夜
7
時 ～9時半

競演〃

　舞踊と三味線

　　詩吟と剣詩舞

●高　栄　会
●泉　踊　会
●詩吟神邑会十日町支部
●喜泉会十日町支部
●三　糸　会
●十日町婦人会民踊部

11月10日 夜 剣舞と民踊 ●一　葉　会
●城之古民謡会

（土） 7時～9時 （謡）の祭典 ●粋吟会剣舞部
●中条民謡愛好会

　
九
月
二
十
七
、
八
日
の
両
日
、
十

日
町
小
を
主
会
場
に
、
第
三
十
回
関

東
甲
信
越
放
送
教
育
研
究
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は
、
一
都

九
県
か
ら
千
五
百
人
の
会
員
が
参
加

し
、
「
意
欲
的
な
人
間
の
育
成
に
、
放

送
が
果
し
て
い
る
役
割
と
盛
果
を
明

ら
か
に
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
五

部
門
・
二
十
六
分
科
会
に
わ
か
れ
て
、

熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
二
十
七
日
の
夜
に
は
、
外
来
者
の

サ
ー
ビ
ス
に
「
会
員
に
贈
る
十
日
町

の
タ
ベ
」
が
行
わ
れ
、
十
日
町
小
・

中
学
校
男
性
P
T
A
会
員
の
羽
織
、

は
か
ま
で
の
コ
ー
ラ
ス
「
荒
城
の
月
」

に
は
と
り
わ
け
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

十日町市公民館（87－5011番）只今、演劇祭を企画中！ご期待ください。

技
能
検
定
と
技
能
五
輪

　
　
県
予
選
参
加
者
募
集

　
新
潟
県
技
能
検
定
協
会
で
は
、
生

産
の
第
一
線
に
働
く
技
能
者
の
技
能

と
、
社
会
的
地
位
の
向
上
を
目
的
と

し
て
技
能
検
定
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
実
技
試
験
に
併
せ
、
新
潟
県
技

能
五
輪
全
国
大
会
予
選
会
が
行
わ
れ

ま
す
。
受
検
申
請
受
付
は
十
月
八
日

㈲
～
十
月
十
九
日
樹
ま
で
で
す
。

　
申
請
手
続
な
ど
詳
細
は
県
技
能
検

定
協
会
（
〒
九
五
一
新
潟
市
川
岸
町

一
－
四
八
ー
八
、
ま
る
え
ビ
ル
内
、

8
0
二
五
二
⊥
一
二
－
二
一
五
五
番
）

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

号

ム

準自動車文庫
量

ち

瘤ξだ額

同乗記

習
を
十
日
町
市
公
民
館
図
書
室
で
や

ら
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
ひ
と
つ
と

し
で
、
五
回
ほ
ど
、
自
動
車
文
庫

「
こ
だ
ま
号
」
に
乗
り
ま
し
た
。

　
「
こ
だ
ま
号
」
が
市
内
を
巡
回
し

て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

私
自
身
は
一
度
も
利
用
し
た
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
、
「
こ
だ

ま
号
」
に
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、

学
校
の
授
業
の
ス
ラ
イ
ド
で
、
ど
こ

の
山
地
の
こ
と
か
、
と
見
た
”
自
動

車
文
庫
”
に
乗
る
こ
と
に
な
り
、
あ

れ
は
も
し
か
し
た
ら
十
日
町
の
こ
と

だ
っ
た
の
か
と
思
い
つ
つ
、
果
し
て

ど
の
位
の
利
用
者
が
あ
る
の
だ
ろ
う

と
、
興
味
深
く
思
い
な
が
ら
乗
っ
た

わ
け
で
す
。

　
今
年
で
、
巡
回
を
始
め
て
五
年
と

い
う
「
こ
だ
ま
号
」
は
、
常
時
、
千

百
～
千
二
百
冊
の
本
を
積
載
し
、
市

民
の
人
た
ち
に
、
一
人
一
回
二
冊
づ

つ
、
無
料
で
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

　
昨
年
は
、
延
一
万
四
百
人
の
か
た

ま号鎧烈

が
「
こ
だ
ま
号
｝
を
利
用
し
、
一
万

八
千
二
百
冊
の
本
が
貸
し
出
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
抽
象
的
な
数
字
も
、
一
回
「
こ

だ
ま
号
」
に
乗
っ
て
み
る
と
、
な
か

な
か
た
い
へ
ん
な
数
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。

　
夏
の
真
盛
り
。
車
内
最
高
気
温
三

十
七
度
C
…
…
。
こ
れ
ま
で
の
最
高

気
温
は
四
十
度
C
に
達
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
と
か
…
。
そ
ん
な
話
を
聞
き

な
が
ら
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
到
着
。

　
も
ち
ろ
ん
、
コ
f
ス
に
よ
っ
て
、

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
差
は
あ
る

の
で
す
が
、
「
こ
だ
ま
号
」
が
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
一
回
停
車
す
る
た
び
に
、

す
き
ま
な
く
う
ま
っ
て
い
た
書
架
が
、

な
ん
と
も
、
涼
し
そ
う
に
空
く
の
で

す
。
そ
し
て
、
次
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
は
す
で
に
、
今
や
お
そ
し
と
待
ち

か
ま
え
て
い
る
子
供
た
ち
が
い
て
、

「
こ
だ
ま
号
」
を
見
つ
け
る
と
、
跳

び
は
ね
て
喜
ん
で
く
れ
る
の
で
す
。

こ
れ
で
、
暑
さ
も
何
も
吹
き
飛
ぶ
感

じ
で
す
。

　
ま
た
、
図
書
室
に
お
け
る
貸
し
出

し
事
務
と
違
い
、
利
用
す
る
側
と
、

利
用
さ
れ
る
側
に
親
近
感
が
あ
り
、

挨
拶
を
交
し
た
り
、
話
を
し
た
り
、

ス
イ
カ
や
メ
ロ
ン
の
差
し
入
れ
が
あ

っ
た
り
…
。

　
こ
の
よ
う
に
、
た
だ
本
が
貸
し
出

さ
れ
て
ゆ
く
だ
け
で
な
く
、
地
域
社

会
の
人
た
ち
と
、
あ
た
た
か
い
ふ
れ

あ
い
が
で
き
た
こ
と
も
、
と
て
も
良

い
体
験
で
し
た
。

　
世
帯
数
が
少
な
く
利
用
人
数
の
な

い
山
の
中
で
は
、
停
車
時
間
の
三
十

分
が
長
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
所
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
こ
だ
ま

号
」
を
心
待
ち
に
し
て
く
れ
て
い
る

こ
と
は
変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
雨
が
次
第
に
強
く
な
っ
て

き
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
供
た

ち
が
列
を
な
し
て
待
っ
て
い
て
く
れ

る
程
の
夜
間
コ
ー
ス
。

　
利
用
人
数
の
実
態
は
、
私
の
予
想

を
は
る
か
に
超
え
て
い
ま
し
た
。
図

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

書
施
設
の
な
い
僻
地
で
の
「
こ
だ
ま

号
」
の
重
要
性
。
“
読
書
”
が
生
活

の
一
部
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
カ
ス

テ
ラ
ト
ー
ン
の
「
こ
だ
ま
号
」
が
市

民
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
、
利
用
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
有
意
義
な
実
習
を
お
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
人
た
ち
に
親

し
ま
れ
、
さ
ら
に
多
く
の
人
た
ち
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
（
東
横
学
園
短
期
大
学
二
年

　
　
　
関
谷
明
子
…
：

．
逆
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薄
物
韓

菊

籾
期
特
別
展

群
肇

　
日
本
刀
は
、
日
本
民
族
が
完
成
し

た
最
も
優
れ
た
鉄
の
文
化
財
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
武
器
と
し
て
生
ま
れ
、
戦
闘
法
の

変
遷
や
時
代
の
推
移
に
と
も
な
っ
て

発
展
し
て
き
た
刀
剣
は
、
ま
た
美
術

品
と
し
て
も
広
・
＼
愛
好
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
博
物
館
で
は
、
十
日
町
美
術
刀
剣

愛
好
会
の
協
賛
を
え
て
、
近
在
の
愛

刀
家
の
蔵
刀
を
集
め
て
展
示
し
、
目

本
刀
の
変
遷
を
追
い
そ
の
美
を
紹
介

し
ょ
う
と
、
こ
の
特
別
展
を
企
画
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
で
大
菊
づ
く
り
に
と

り
組
ん
で
い
る
秋
香
会
の
皆
さ
ん
の

鱒

㈱
展

協
力
て
、
秋
を
い
ろ
ど
る
菊
の
鉢
づ

く
り
も
多
数
展
示
さ
れ
会
場
に
花
を

・
ノ
、
え
主
す
　
こ
の
刀
と
菊
一
の
羊
べ
夕
τ
い

ゆ
く
ま
で
観
賞
し
て
く
だ
さ
い
、

会　場：1・日町市博物館

　　　　セ階特別展示室

内容：古刀から新ヤ刀圭で約30点そ力

　　　　他、槍・刀装具、馬具など大菊の

　　　　鉢植多数

入場料：無料

　　お問い合せは雪7－5531番

日本刀ができるまで（焼入れ）

、妻ひ1蒔魯“瓢こ¢ぴ

転
　
　
　
鵡
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十日町橋竣工
大正13年10月5日

　
十
日
町
橋
が
架
け
ら
れ
た
の
は
、

大
正
十
、
二
年
十
月
五
日
の
竣
工
で
あ

り
、
い
ま
か
ら
五
十
五
年
前
の
こ
と

に
な
る
。

四
十
歳
か
ら
の
心
の

　
　
　
健
康
を
考
え
よ
う

　
近
年
、
人
間
関
係
は
ま
す
ま
す
複

雑
多
様
化
し
、
精
神
衛
生
上
の
諸
問

題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
ま
す
。
新
潟
県
精
神
衛
生
協
会

魚
沼
支
部
で
は
、
第
三
回
心
の
健
康

を
考
え
る
住
民
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

期
日
　
十
月
三
十
日
図
　
午
前
卜
時

～
午
後
三
時

会
場
　
十
日
町
市
役
所
　
大
会
議
室

日
程
　
午
前
－
記
念
講
演
　
小
出

病
院
精
神
神
経
科
医
長
　
本
田
建
一

先
生
　
　
午
後
ー
公
開
討
論
「
四

十
歳
か
ら
の
心
の
健
康
を
考
え
る
」

　
詳
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
保
健
所

（
8
七
ー
二
四
〇
〇
番
）
へ
。

工事中の十日町橋

　
む
か
し
は
、
戦
略
上
の
理
由
か
ら

川
に
橋
を
架
け
る
の
を
極
端
に
禁
止

し
た
の
で
、
い
ず
れ
も
徒
渡
り
（
か

ち
わ
た
り
）
と
い
っ
て
、
適
当
に
投

げ
こ
ん
で
お
い
た
大
石
の
上
を
、
上

手
に
わ
た
っ
て
い
く
よ
り
他
に
方
法

が
な
か
っ
た
。

　
信
濃
川
の
よ
う
に
大
河
と
も
な
れ

ば
、
渡
し
船
で
川
を
越
す
の
が
唯
一

の
連
絡
方
法
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
一

度
水
か
さ
が
増
し
た
ら
、
船
止
め
に

な
っ
て
し
ま
う
。
船
が
転
覆
し
て
大

勢
が
死
ん
だ
例
だ
っ
て
み
な
く
な
か

っ
た
。

　
明
治
中
頃
か
ら
、
よ
う
や
く
道
路

整
備
が
は
じ
ま
り
、
岩
沢
と
時
之
島

を
結
ぶ
船
橋
が
明
治
四
十
一
年
に
正

式
架
橋
さ
れ
て
、
魚
沼
橋
と
名
付
け

ら
れ
、
ま
た
、
長
野
県
境
の
宮
野
原

橋
の
完
成
は
、
こ
れ
よ
り
先
き
の
明

治
三
十
年
で
あ
っ
た
。

　
中
魚
沼
郡
の
最
南
、
最
北
端
に
あ

る
だ
け
で
は
、
肝
心
の
郡
内
交
流
は

で
き
な
い
。
何
と
か
し
て
、
中
央
部

に
橋
が
欲
し
い
と
い
う
声
が
、
全
郡

民
の
悲
願
と
し
て
日
、
こ
と
に
高
ま
っ

て
来
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
初
代
中
魚
沼
郡
長
を
つ
と
め
た
、

岡
田
竜
松
氏
（
中
条
）
は
、
す
で
に

七
十
歳
を
こ
え
る
高
齢
で
あ
っ
た
け

れ
ど
も
、
早
く
か
ら
十
日
町
橋
建
設

の
構
想
を
も
ち
、
内
外
の
情
勢
を
眺

め
な
が
ら
、
機
運
の
熟
す
る
の
を
待

っ
て
い
た
。

　
願
望
の
高
ま
り
を
見
て
、
遂
に
時

至
れ
り
と
判
断
し
、
休
む
こ
と
な
く

実
現
の
た
め
精
力
的
な
運
動
を
続
け

て
い
っ
た
。

　
川
東
、
川
西
地
区
の
協
力
体
制
を

つ
く
る
た
め
、
吉
田
山
谷
の
素
封
家

酒
井
留
五
郎
氏
を
訪
れ
た
様
子
は
、

む
か
し
な
が
ら
の
庄
屋
の
格
式
を
そ

の
ま
ま
に
「
挾
箱
や
長
持
は
じ
め
お

供
の
人
た
ち
を
全
部
渡
し
終
わ
る
に
、

お
よ
そ
一
刻
（
い
ま
の
二
時
間
）
近

く
も
か
か
っ
た
も
ん
だ
」
と
、
そ
の

豪
勢
さ
は
、
い
ま
も
孫
左
衛
門
渡
し

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
建
設
運
動
が
、
よ
う
や
く
軌
道
に

乗
っ
た
大
正
二
年
に
は
、
惜
し
く
も

竜
松
は
亡
く
な
っ
た
が
、
そ
の
遺
志

は
そ
の
ま
ま
郡
民
全
体
の
も
の
と
し

て
引
き
継
が
れ
、
待
望
の
完
成
を
得

た
。　

長
さ
六
百
十
二
折
、
総
工
費
三
十

四
万
円
、
別
に
取
付
道
路
が
二
十
万
円
。

地
盤
不
良
と
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
な
が

ら
、
三
年
九
ヵ
月
の
工
期
で
あ
っ
た
。

　
中
魚
沼
郡
の
、
あ
た
ら
し
い
時
代

が
切
り
ひ
ら
か
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
村
政
基
）i
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文
化
の
秋
を
い
ろ
ど
る
第
五

回
市
民
芸
能
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
秋
の
一
夜
を
、
ご
家
族
、
職

場
の
仲
間
と
お
さ
そ
い
あ
わ
せ

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

　
入
場
料
　
無
料
で
す

盛
大
に

　
関
東
甲
信
越

　
放
送
教
育
大
会

期　　日 時　　間 発　　　　　表 発　　表　　団　　体

10月23日
　（火）

夜
7
時 ～9時

　　　　うノコf
唄と踊りの宴

●多賀仙会（タカノリカイ）
●寿　雪　の　会
●十日町民謡研究会
●美　野　里　会

10月26日

　（金）

夜
7
時 ～9時半

郷土芸能と

　　民踊のタベ

●好津美会（イヅミカイ）
●中条多賀仙会
●飛渡民踊愛好会
●新保広大寺保存会
●大井田扇踊会

11月1日

　（木）

夜
7
時 ～9時半

競演〃

　舞踊と三味線

　　詩吟と剣詩舞

●高　栄　会
●泉　踊　会
●詩吟神邑会十日町支部
●喜泉会十日町支部
●三　糸　会
●十日町婦人会民踊部

11月10日 夜 剣舞と民踊 ●一　葉　会
●城之古民謡会

（土） 7時～9時 （謡）の祭典 ●粋吟会剣舞部
●中条民謡愛好会

　
九
月
二
十
七
、
八
日
の
両
日
、
十

日
町
小
を
主
会
場
に
、
第
三
十
回
関

東
甲
信
越
放
送
教
育
研
究
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は
、
一
都

九
県
か
ら
千
五
百
人
の
会
員
が
参
加

し
、
「
意
欲
的
な
人
間
の
育
成
に
、
放

送
が
果
し
て
い
る
役
割
と
盛
果
を
明

ら
か
に
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
五

部
門
・
二
十
六
分
科
会
に
わ
か
れ
て
、

熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
二
十
七
日
の
夜
に
は
、
外
来
者
の

サ
ー
ビ
ス
に
「
会
員
に
贈
る
十
日
町

の
タ
ベ
」
が
行
わ
れ
、
十
日
町
小
・

中
学
校
男
性
P
T
A
会
員
の
羽
織
、

は
か
ま
で
の
コ
ー
ラ
ス
「
荒
城
の
月
」

に
は
と
り
わ
け
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

十日町市公民館（87－5011番）只今、演劇祭を企画中！ご期待ください。

技
能
検
定
と
技
能
五
輪

　
　
県
予
選
参
加
者
募
集

　
新
潟
県
技
能
検
定
協
会
で
は
、
生

産
の
第
一
線
に
働
く
技
能
者
の
技
能

と
、
社
会
的
地
位
の
向
上
を
目
的
と

し
て
技
能
検
定
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
実
技
試
験
に
併
せ
、
新
潟
県
技

能
五
輪
全
国
大
会
予
選
会
が
行
わ
れ

ま
す
。
受
検
申
請
受
付
は
十
月
八
日

㈲
～
十
月
十
九
日
樹
ま
で
で
す
。

　
申
請
手
続
な
ど
詳
細
は
県
技
能
検

定
協
会
（
〒
九
五
一
新
潟
市
川
岸
町

一
－
四
八
ー
八
、
ま
る
え
ビ
ル
内
、

8
0
二
五
二
⊥
一
二
－
二
一
五
五
番
）

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

号

ム

準自動車文庫
量

ち

瘤ξだ額

同乗記

習
を
十
日
町
市
公
民
館
図
書
室
で
や

ら
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
ひ
と
つ
と

し
で
、
五
回
ほ
ど
、
自
動
車
文
庫

「
こ
だ
ま
号
」
に
乗
り
ま
し
た
。

　
「
こ
だ
ま
号
」
が
市
内
を
巡
回
し

て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

私
自
身
は
一
度
も
利
用
し
た
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
、
「
こ
だ

ま
号
」
に
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、

学
校
の
授
業
の
ス
ラ
イ
ド
で
、
ど
こ

の
山
地
の
こ
と
か
、
と
見
た
”
自
動

車
文
庫
”
に
乗
る
こ
と
に
な
り
、
あ

れ
は
も
し
か
し
た
ら
十
日
町
の
こ
と

だ
っ
た
の
か
と
思
い
つ
つ
、
果
し
て

ど
の
位
の
利
用
者
が
あ
る
の
だ
ろ
う

と
、
興
味
深
く
思
い
な
が
ら
乗
っ
た

わ
け
で
す
。

　
今
年
で
、
巡
回
を
始
め
て
五
年
と

い
う
「
こ
だ
ま
号
」
は
、
常
時
、
千

百
～
千
二
百
冊
の
本
を
積
載
し
、
市

民
の
人
た
ち
に
、
一
人
一
回
二
冊
づ

つ
、
無
料
で
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

　
昨
年
は
、
延
一
万
四
百
人
の
か
た

ま号鎧烈

が
「
こ
だ
ま
号
｝
を
利
用
し
、
一
万

八
千
二
百
冊
の
本
が
貸
し
出
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
抽
象
的
な
数
字
も
、
一
回
「
こ

だ
ま
号
」
に
乗
っ
て
み
る
と
、
な
か

な
か
た
い
へ
ん
な
数
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。

　
夏
の
真
盛
り
。
車
内
最
高
気
温
三

十
七
度
C
…
…
。
こ
れ
ま
で
の
最
高

気
温
は
四
十
度
C
に
達
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
と
か
…
。
そ
ん
な
話
を
聞
き

な
が
ら
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
到
着
。

　
も
ち
ろ
ん
、
コ
f
ス
に
よ
っ
て
、

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
差
は
あ
る

の
で
す
が
、
「
こ
だ
ま
号
」
が
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
一
回
停
車
す
る
た
び
に
、

す
き
ま
な
く
う
ま
っ
て
い
た
書
架
が
、

な
ん
と
も
、
涼
し
そ
う
に
空
く
の
で

す
。
そ
し
て
、
次
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
は
す
で
に
、
今
や
お
そ
し
と
待
ち

か
ま
え
て
い
る
子
供
た
ち
が
い
て
、

「
こ
だ
ま
号
」
を
見
つ
け
る
と
、
跳

び
は
ね
て
喜
ん
で
く
れ
る
の
で
す
。

こ
れ
で
、
暑
さ
も
何
も
吹
き
飛
ぶ
感

じ
で
す
。

　
ま
た
、
図
書
室
に
お
け
る
貸
し
出

し
事
務
と
違
い
、
利
用
す
る
側
と
、

利
用
さ
れ
る
側
に
親
近
感
が
あ
り
、

挨
拶
を
交
し
た
り
、
話
を
し
た
り
、

ス
イ
カ
や
メ
ロ
ン
の
差
し
入
れ
が
あ

っ
た
り
…
。

　
こ
の
よ
う
に
、
た
だ
本
が
貸
し
出

さ
れ
て
ゆ
く
だ
け
で
な
く
、
地
域
社

会
の
人
た
ち
と
、
あ
た
た
か
い
ふ
れ

あ
い
が
で
き
た
こ
と
も
、
と
て
も
良

い
体
験
で
し
た
。

　
世
帯
数
が
少
な
く
利
用
人
数
の
な

い
山
の
中
で
は
、
停
車
時
間
の
三
十

分
が
長
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
所
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
こ
だ
ま

号
」
を
心
待
ち
に
し
て
く
れ
て
い
る

こ
と
は
変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
雨
が
次
第
に
強
く
な
っ
て

き
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
供
た

ち
が
列
を
な
し
て
待
っ
て
い
て
く
れ

る
程
の
夜
間
コ
ー
ス
。

　
利
用
人
数
の
実
態
は
、
私
の
予
想

を
は
る
か
に
超
え
て
い
ま
し
た
。
図

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

書
施
設
の
な
い
僻
地
で
の
「
こ
だ
ま

号
」
の
重
要
性
。
“
読
書
”
が
生
活

の
一
部
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
カ
ス

テ
ラ
ト
ー
ン
の
「
こ
だ
ま
号
」
が
市

民
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
、
利
用
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
有
意
義
な
実
習
を
お
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
人
た
ち
に
親

し
ま
れ
、
さ
ら
に
多
く
の
人
た
ち
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
（
東
横
学
園
短
期
大
学
二
年

　
　
　
関
谷
明
子
…
：

．
逆
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昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
市
職
員
（
保
母
、
保
健
婦
）
を

つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格
　
①
中
級
（
保
母
）
保
母

資
格
を
有
す
る
人
（
昭
和
五
十
五
年

三
月
末
日
ま
で
に
保
母
資
格
取
得
見

込
み
の
人
を
含
む
）
で
、
昭
和
三
十

年
四
月
二
日
以
降
に
生
れ
た
人
　
②

上
級
（
保
健
婦
）
保
健
婦
資
格
を
有

す
る
人
（
昭
和
五
十
五
年
三
月
末
日

ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
を
含

む
）
で
、
昭
和
三
十
年
四
月
二
日
以

降
に
生
れ
た
人

採
用
予
定
人
員
　
い
ず
れ
も
若
干
名

試
験
方
法
　
①
第
一
次
試
験
　
教
養

試
験
（
国
語
、
社
会
、
数
学
、
作
文
）

②
第
二
次
試
験
第
一
次
試
験
の
合

格
者
に
対
し
、
口
述
試
験
を
行
う
。

試
験
の
期
日
と
場
所
　
①
第
一
次
試

験
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
十
日
困

②
第
二
次
試
験
　
昭
和
五
十
四
年
十

一
月
下
旬
　
場
所
は
い
ず
れ
も
十
日

町
市
役
所
で
す
。

受
験
手
続
　
①
申
込
み
書
類
等
　
市

役
所
総
務
課
へ
、
つ
ぎ
の
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ω
採
用
試
験
申

込
み
書
（
用
紙
は
総
務
課
で
）
　
回

保
母
ま
た
は
保
健
婦
資
格
証
明
書

（
取
得
見
込
み
の
人
は
資
格
取
得
見
込

証
明
書
）
　
ω
卒
業
学
校
の
成
績
証

明
書
（
卒
業
見
込
み
の
人
は
、
卒
業

見
込
証
明
書
と
前
年
の
成
績
証
明
書
）

②
申
込
み
受
付
期
間
　
昭
和
五
十
四

年
十
月
十
五
日
～
十
月
二
十
九
日
ま

で
（
郵
送
の
場
合
は
十
月
二
十
九
日

の
消
印
の
も
の
は
有
効
と
し
ま
す
．
）

そ
の
他
　
詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所

総
務
課
（
雪
七
⊥
二
一
一
番
内
線

二
三
三
・
二
三
四
）
　
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
度
は
、
こ
の
他
の
職

員
の
募
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
　
＋
山
険
ぎ
　
2
9
　
　
で

制
も
峯
危
つ
　
員
　
　
ま

規
纐
駄
禁
淀
　
塒

通
腸
か
す
矧
丸
ス
　
下
前

交
縢
論
鵠
遅

の
国
芝
で
発
て
及
　
伽
時

ン
晶
行
燗
雛
止
灘

イ
ン
ー
7
通
イ
び
自
禁
下
午

ラ
轟
磐
諾
瓢
止

イ
ィ
と
8
力
制
型
の
（
禁

為
物
顯
大
⇔
魏

ス
沼
の
ま
め
交
格
除
般
両

刀
口
魚
で
台
た
り
規
を
一
車

．
・
’
在
ま
望
の
お
の
下
　
の

魚
現
峠
展
止
と
両
以
度
間

　
　
　
二
頂
防
の
車
人
速
夜

時イ驚⑦～老後に
　　　　　　ゆとりを～

突
然
の
事
故
で
”
両
手

の
指
切
断
”
…
…
療
疾

す
る
と
障
害
年
金
が

　
前
回
お
話
し
し
た
母
子

年
金
と
な
ら
ん
で
“
い
主

生
き
て
い
る
”
あ
な
た
へ

の
保
障
に
障
害
年
金
か
あ

．
灘
画

　　　下水道工事現場の
　　　　危険防止にご協力を
　現在、下水道工事第1期計画区域内の20ヵ所
で、下水道管の布設工事が開始され、終末処理

場の建設工事も着工しました。

　工事現場は危険です。通行の場合には十分ご
注意ください。

　特に終末処理場は、広い面積を深く堀さくし

ており、常に重機械が動いていて非常に危険で

す。建設現場には絶対に立ち入らないようご協
力をお願いします。

　
自
衛
官
募
集
中

　
防
衛
庁
で
は
、
二
等
陸
海
空
士
及

び
各
種
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
．

十
八
歳
か
ら
二
十
五
歳
未
満
の
男
子

で
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
市
・
市
民

課
（
3
七
圭
二
］
一
一
番
内
線
二
二

〇
）
ま
た
は
自
衛
隊
長
岡
出
張
所
（
密

〇
二
五
八
－
三
二
下
〇
二
圧
六
番
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

る
。
災
害
は
い
つ
や
q
て
く
る
か
わ

か
ら
な
い
．
．
家
の
大
黒
柱
ど
し
て
働

い
て
い
て
も
、
病
気
や
思
わ
ぬ
ケ
ガ

で
一
生
働
け
な
い
体
に
な
り
た
ら
…

　
市
内
に
住
む
A
さ
ん
は
、
腕
の
い

い
大
工
だ
っ
た
が
、
こ
と
し
の
瓦
月
、

機
械
の
ち
ょ
っ
と
し
た
操
作
ミ
ろ
、
～

両
手
の
指
を
切
り
落
と
し
て
し
ま
っ

た
。
A
さ
ん
は
救
急
車
で
病
院
に
運

ば
れ
手
術
を
受
け
た
が
指
は
、
兀
に
は

も
ど
ら
な
か
っ
た
．
一
級
の
身
体
障

害
者
で
あ
る
．
む
ろ
ん
、
一
人
親
方

の
A
さ
ん
に
と
っ
て
手
が
思
う
よ
う

に
動
か
な
い
こ
と
は
、
致
命
的
で
あ

る
。
小
さ
な
工
場
も
閉
鎖
せ
ざ
る
を

　
な
お
、
来
春
高
校
卒
業
予
定
者
の

採
用
試
験
は
、
十
月
四
日
困
か
ら
行

っ
て
い
ま
す
。

●
待
遇
　
初
任
給
八
万
五
千
八
百
円

（
衣
、
食
、
住
　
無
料
）

　
電
波
障
書
一
掃
運
動

　
新
潟
県
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
電
波
障

害
一
掃
運
動
の
モ
ヂ
ル
地
区
！
．
し
て

ト
日
町
市
が
選
ば
れ
ま
し
た
．

得
な
か
っ
た
。
収
入
も
な
い
の
｛
＼

A
夫
人
は
．
ハ
ー
ト
で
勤
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
勤
め
先
で
、
傷
害
年

金
が
お
り
る
こ
と
を
知
り
、
市
民
課

国
民
年
金
係
を
訪
れ
た
。
A
さ
ん
は

家
内
工
業
の
経
営
者
だ
か
ら
、
国
民

年
金
は
“
強
制
加
人
”
の
グ
ル
ー
。
フ
。

幸
い
、
国
民
年
金
制
度
が
で
き
た
．
』

卜
六
年
か
ら
の
加
入
者
だ
．
保
険
料

の
滞
納
も
な
い
、
障
害
年
金
の
一
級

に
該
当
す
る
の
で
、
直
ち
に
年
金
か

お
り
る
こ
と
に
な
っ
た
．
、
A
さ
ん
が

貰
え
る
障
害
年
金
は
、
年
丘
卜
九
万

七
千
五
百
円
で
あ
る
。
A
さ
ん
夫
婦

も
よ
う
や
く
生
活
の
メ
ド
が
た
つ
よ

　
つ
ぎ
の
要
項
で
相
談
所
を
設
置
し

ま
す
の
で
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
の

電
波
障
害
で
お
困
り
の
か
た
は
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日

　
　
　
午
前
九
時
半
～
午
後
三
時
半

相
談
所
設
置
場
所
　
東
北
電
力
十
目

町
営
業
所
前
（
本
町
．
．
丁
目
）

　
寄
付
あ
り
が
と
う

悲伽秋
ニ
ノ

』
而
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●
今
月
の
納
税
・

う
に
な
っ
た

　
障
害
年
金
は
保
険
料
完
納
が
カ
ギ

　
障
害
年
金
が
も
ら
え
る
条
件
は
、

■
国
民
年
金
に
加
入
し
て
か
ら
一
年

以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
■
初
診
日

の
一
年
前
の
保
険
料
が
｛
元
全
に
納
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
の
、
一
条
件
が
な
け

れ
ば
ダ
メ
。
た
と
え
、
何
「
年
も
保

険
料
を
納
め
て
い
て
も
、
初
診
の
前

に
滞
納
が
あ
る
と
障
害
年
金
は
一
切

も
ら
え
な
い
か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
入
は
、
地
域

の
納
付
組
織
か
口
座
振
替
方
式
（
市

中
銀
行
か
農
協
に
申
込
用
紙
が
あ
り

ま
す
）
が
便
利
で
す

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
レ
日
町
．
団

二
万
八
千
九
百
六
円
　
▼
根
津
智
子

（
本
町
六
の
三
）
千
二
百
十
円
　
▼

春
川
（
新
座
第
一
）
五
千
円
　
▼
富

井
喜
雄
（
土
市
）
圧
千
円
　
▼
福
崎

秀
雄
（
田
麦
）
一
万
円
（
香
典
返
し
）

　
　
　
　
　
　
　
、
・

づ
ヒ
が
2
　
品

O
市
総
合
計
画
が
決
ま
り
ま
し
た
。

自
然
公
園
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
市
民

参
加
の
市
政
を
新
重
点
に
し
た
構
想

で
す
．
市
民
参
加
の
市
政
を
進
め
て

ゆ
く
た
め
に
、
市
民
と
市
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
広
報
、
広
聴
活
動
の
重
み

を
痛
感
し
て
い
ま
す
．
巾
広
い
、
こ
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
．

明
さ
ん
（
八
・
九
P
）
、
鈴
木
蘭
さ
ん

（
十
・
卜
］
P
）
に
活
躍
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
表
紙
は
青
年
学
級
の

内
藤
礼
子
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
で
す
．

O
今
月
号
は
広
報
協
力
員
の
庭
野
泰
勢

。
市
町
村
民
税

国
民
健
康
保
険
料
第
四
期
．

．
納
期
限
は
十
月
三
十
一

日
（
離
繍
璽
繍
倣
龍
露
窮
い
手
）

■市勢／人ロ…50、166人（男24，637人・女25，529人）／世帯数…I　l，953／面積…211，44k㎡（9月1日現在）

昭和54年II月10日発行

翻膨
11論㎞
　　　口277号□

ゑ

醸

の

　編集発行／十日町市役所（電話㈹7－3111）毎月10日／昭和32年6月5日第3種郵便物認1・∫（1部6

工
騨

　嚇　笹

翻
確
．
講餐

　
　
’

　
　
　
駕

　
　
　
颪
　
　
　
、

　
　
　
γ

　
　
窯
簸

　
　
、　

唾
ず
凝

　
岬ガ

　
　
　
モ

＼
　
　
諦、

謬

　
　
慧
鎌

’

鱈謡
ぜ

評

び
’

藤
茎
丁

鰻’

　集
難㌧

㎏
靴
κ
寧

　
・
・
泰

誘
鯉

』
戸
峯

　
　
　
飾
無
．
建

　
　
　
　
畷
．
陣
薮
蕪
穿

　
　
鰍
鍵
欄
沸
黎
蕪
き

　
　
㎜
犠
講
ー
鰹

　
　
・
、
鷺
灘
驚
馨
、

　
　
苓
嚢
婁
菱
、

、
漏
漣
懸
灘
講
轟
鍵
，
繕

藤麟1羅

爺
・

驚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
確
．
蕃
．
羅
誌
鱗
講
蕪
欝
羅
欝

ー
曇
　
勧
胆
襲
き
峯
＄
舞
彊
謹

、

騙


